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2P 新春のあいさつ

一年を振り返って
平成22年の主な出来事を紹介します。

みんなの広場
自治会防災指導

INFORMATION
いきいきハツラツ塾参加者の募集など

ふるさとの川の流れに
古川流域の変遷（13）
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新春のあいさつ

�
広報くみやま平成23年 1月 1日

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
健

や
か
に
平
成
23
年
の
新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
、
心

よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
平
素
か

ら
町
政
へ
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
日
本
経
済
は
、
一
昨
年
か
ら
の
世
界
的

な
景
気
後
退
に
加
え
、
円
高
に
よ
る
要
因
も
含
め

大
き
く
失
速
し
、
ま
た
、
雇
用
・
所
得
環
境
に
お

い
て
も
依
然
と
し
て
厳
し
さ
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

国
に
お
き
ま
し
て
は
、
経
済
再
生
を
図
る
た
め
の

構
造
改
革
や
各
制
度
の
根
幹
に
か
か
わ
る
改
革
が

進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
地
方
自
治
体
を
取
り

巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　

本
町
の
財
政
状
況
は
、
歳
入
の
根
幹
を
な
す
町

税
に
お
い
て
大
幅
な
減
収
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
行
政
運
営
に
も
支
障
を
き
た
す
こ
と
を
危き

惧ぐ

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
よ
り
時
代
に
対
応
し
た
行
政

課
題
や
行
政
需
要
を
的
確
に
と
ら
え
る
た
め
、
久

御
山
版
の
事
業
仕
分
け
の
指
針
で
あ
る
第
4
次
行

政
改
革
大
綱
に
基
づ
く
行
政
改
革
を
断
行
す
る
こ

と
で
行
政
の
ス
リ
ム
化
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
町
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
10
年

が
過
ぎ
、
3
期
目
も
折
り
返
し
に
さ
し
か
か
り
ま

し
た
。
こ
の
間
、
住
民
が
主
人
公
で
「
住
ん
で
よ

か
っ
た
、
住
み
続
け
た
い
」
ま
ち
を
モ
ッ
ト
ー
に

町
政
の
か
じ
取
り
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

昨
年
の
4
月
に
は
、
平
成
17
年
か
ら
整
備
を
し

て
ま
い
り
ま
し
た
新
市
街
地
整
備
事
業
の
集
大
成

で
あ
り
ま
す
、
ま
ち
の
駅
「
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や

ま
」
が
オ
ー
プ
ン
を
い
た
し
、
さ
ら
に
今
年
は
、

平
成
20
年
か
ら
進
め
て
い
ま
す
久
御
山
中
学
校
の

校
舎
改
築
が
完
成
す
る
な
ど
、
大
型
の
継
続
事
業

が
そ
れ
ぞ
れ
終
結
い
た
し
ま
す
。
今
後
は
、
こ
れ

ま
で
積
み
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
町
の
社
会
資
本

の
活
用
に
よ
り
住
民
生
活
に
と
っ
て
さ
ら
に
実
り

の
多
い
も
の
に
な
る
よ
う
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

特
に
、
ま
ち
の
駅
「
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
」

に
お
き
ま
し
て
は
、
さ
ら
な
る
ま
ち
の
産
業
情
報

の
発
信
拠
点
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
に
は
こ
れ
ま
で
以

上
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

平
成
23
年
も
、
き
め
細
や
か
に
多
く
の
分
野
に

お
い
て
直
面
す
る
課
題
や
問
題
に
対
応
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
雇
用
対
策
や

中
小
企
業
の
経
営
支
援
な
ど
地
域
経
済
の
下
支
え

の
た
め
、
中
小
企
業
者
へ
の
低
利
融
資
制
度
や

K
E
S
等
認
証
取
得
支
援
な
ど
各
種
の
事
業
を
引

き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
農
業
振

興
や
子
育
て
支
援
事
業
の
充
実
、
さ
ら
に
は
道

路
・
橋
梁
整
備
な
ど
に
よ
る
交
通
安
全
対
策
な
ど
、

住
民
の
皆
さ
ま
の
日
々
の
安
心
、
安
全
の
確
保
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
の
秋
に
は
、「
心
を
整
え
る
文
化

の
発ほ

っ

心し
ん

」
を
テ
ー
マ
に
、
第
26
回
国
民
文
化
祭
が

京
都
府
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
町
で
は
中
央
公
民

館
周
辺
で
、
食
文
化
の
祭
典
「
野
の
恵
み
」
〜
ほ

っ
こ
り
す
る
味
と
人　

く
み
や
ま
再
発
見
!
〜
と

題
し
て
郷
土
食
や
町
の
文
化
を
全
国
に
発
信
し
て

ま
い
り
ま
す
。
半
世
紀
に
一
度
の
文
化
の
祭
典
で

す
。
ぜ
ひ
と
も
成
功
さ
せ
、
食
の
大
切
さ
と
久
御

山
の
文
化
を
全
国
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

新
し
い
年
も
、
皆
さ
ま
と
共
に
力
を
合
わ
せ
て
、

久
御
山
町
の
未
来
を
創
る
た
め
の
力
強
い
一
歩
を

踏
み
出
す
、
希
望
に
満
ち
た
年
に
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈

り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

町
の
社
会
資
本
を
活
用
し
て

　
　

き
め
細
や
か
な
町
政
を
推
進

�

久
御
山
町
長　

坂
本　

信
夫
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族
お
そ
ろ

い
で
輝
か
し
い
平
成
23
年
の
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
ご
ろ
よ
り
町
行
政
の

推
進
な
ら
び
に
議
会
活
動
に
際
し
、
格
別
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
に
入
り
23
年
目
の
年
明
け
を
迎
え
ま
し
た

が
、
昨
年
よ
り
続
く
景
気
低
迷
の
波
は
、
あ
ら
ゆ

る
と
こ
ろ
に
そ
の
影
を
投
げ
か
け
て
お
り
ま
す
。

　

将
来
に
お
い
て
の
年
金
や
医
療
の
不
安
と
不
透

明
さ
、
不
安
定
な
雇
用
状
況
、
デ
フ
レ
か
ら
脱
却

で
き
な
い
社
会
、
そ
し
て
、
経
済
活
動
の
低
下
な

ど
に
よ
っ
て
自
治
体
に
迫
り
く
る
税
収
減
な
ど
厳

し
い
時
勢
で
の
年
明
け
で
あ
り
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
法
人
町
民
税
が
収
入
全
体

に
大
き
な
ウ
ェ
ー
ト
を
占
め
る
中
、
そ
の
影
響
も

大
き
く
、
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
を
推
し
進
め
、

増
大
・
多
様
化
す
る
行
政
需
要
に
応
え
る
た
め
、

今
一
度
、
政
策
や
事
業
等
を
見
直
し
、
真
に
住
民

の
た
め
の
自
治
を
推
し
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

国
政
で
は
、
新
た
な
政
権
が
ス
タ
ー
ト
し
て
1

年
4
か
月
、
衆
参
両
院
の
与
野
党
ね
じ
れ
現
象
の

中
、
子
ど
も
手
当
、
農
家
の
戸
別
所
得
補
償
制
度
、

地
方
分
権
・
主
権
、
高
速
道
路
の
無
料
化
な
ど
、

い
ま
だ
不
透
明
な
部
分
や
実
現
で
き
な
い
多
く
の

課
題
が
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
の
秋
か
ら

年
の
瀬
に
か
け
て
発
生
し
た
尖
閣
諸
島
沖
で
の
中

国
漁
船
問
題
や
朝
鮮
半
島
の
不
安
定
な
状
況
、「
環

太
平
洋
戦
略
的
経
済
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
」

（
T
P
P
）
の
協
議
へ
の
参
加
表
明
な
ど
、
内
政

外
政
と
も
に
極
め
て
重
大
な
政
治
的
課
題
が
あ
り
、

国
民
か
ら
は
、
揺
る
ぎ
の
な
い
確
か
な
政
治
が
望

ま
れ
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

町
議
会
も
さ
ら
な
る
研
さ
ん
を
深
め
、
真
に
皆

さ
ま
の
た
め
の
議
会
と
し
て
あ
る
べ
き
姿
を
、
今

一
度
見
直
す
た
め
、議
会
改
革
に
着
手
し
、議
会
の

活
性
化
と
と
も
に
、
開
か
れ
た
議
会
、
親
し
ま
れ
、

信
頼
さ
れ
る
議
会
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
年
は
、「
心
を
整
え
る
文
化
の
発ほ

っ

心し
ん

」
を
テ

ー
マ
に
、
国
民
文
化
祭
が
京
都
府
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
本
町
で
は
、
食
文
化
の
祭
典
「
野
の
恵
み
」

と
題
し
て
久
御
山
の
郷
土
産
品
を
活
用
し
た
郷
土

食
や
新
た
な
食
生
活
と
食
文
化
を
創
造
し
、
全
国

に
向
か
っ
て
発
信
し
、
食
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い

き
ま
す
。
こ
の
祭
典
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
4
月
に
開
設
し
た
ま
ち
の
駅
「
ク

ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
」
に
は
、
町
の
に
ぎ
わ
い
の

中
心
と
し
て
、「
人
と
人
と
の
交
流
拠
点
」・「
情

報
発
信
基
地
」
と
し
て
、
ま
た
地
産
地
消
の
地
元

農
産
品
の
販
売
の
た
め
、
今
後
と
も
施
設
運
営
の

在
り
方
に
、
さ
ら
に
多
く
の
住
民
の
皆
さ
ま
の
声

が
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

さ
て
、
今
年
は
「
う
さ
ぎ
年
」
で
あ
り
ま
す
。

う
さ
ぎ
は
、
前
足
に
比
べ
後
ろ
足
が
非
常
に
長
く
、

駆
け
上
が
る
、
跳
ね
上
が
る
こ
と
を
得
意
と
し
て

い
ま
す
。
過
去
の
例
か
ら
「
寅と

ら

」
は
大
き
く
駆
け
、

「
卯

う
さ
ぎ

」
で
大
き
く
跳
ね
る
こ
と
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
長
ら
く
低
迷
し
て
い
る
景
気
、
中

で
も
株
価
は
、
こ
の
「
う
さ
ぎ
年
」
に
大
き
く
跳

ね
上
が
る
の
で
は
と
の
期
待
が
も
た
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

本
年
こ
そ
は
、
不
透
明
な
社
会
情
勢
か
ら
く
る

国
民
の
閉
塞そ

く

感
や
脱
力
感
を
一
気
に
は
ね
の
け
素

晴
ら
し
い
年
と
な
る
よ
う
期
待
を
膨
ら
ま
せ
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

町
議
会
も
、
そ
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
責
任
を

再
確
認
し
、
町
行
政
と
十
分
連
携
す
る
中
、
創
意

工
夫
を
重
ね
、
精
一
杯
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
か
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
久
御
山
町
の
限
り
な
い
発
展
と
皆
さ
ま

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

創
意
工
夫
で

　
　

地
方
自
治
の
振
興
と
発
展
を

�

久
御
山
町
議
会
議
長　

林　
　
　

勉
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10
日	

消
防
出
初
式

11
日	

成
人
式

16
日	

青
少
年
の
主
張
発
表
会

31
日	

く
み
や
ま
マ
ラ
ソ
ン

8
日	

荒
見
苑　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
完
成

11
日	

子
ど
も
議
会
（
小
・
中
学
生
）

13
日	

第
1
回
自
治
会
長
会

15
日	

保
育
所
・
幼
稚
園
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
第
1
回
会
議

19
日	

天
然
ガ
ス
の
ご
み
収
集
車
導
入

1
日	

第
1
回
町
議
会
定
例
会
開
会

6
日	

第
1
回
佐
山
ま
な
び
塾

11
日	

1
1
9
番
通
報
時
の
発
信
位
置
情
報
通
知
シ
ス
テ
ム
運

用
開
始

13
日	

新
木
津
川
大
橋
開
通
（
第
二
京
阪
道
路
側
道
）

23
日	

安
養
寺
双
盤
念
仏
が
府
登
録
無
形
民
俗
文
化
財
に
登
録

平
成
22
年

1
年
を
振
り
返
っ
て

　

昨
年
は
、
ま
ち
の
産
業
や
観
光
な
ど
の
情
報
を
発
信
し
て
、
産
業
の
活
性
化
を
は

か
る
に
ぎ
わ
い
交
流
拠
点
と
し
て
、
ま
ち
の
駅
「
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
」
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
民
文
化
祭
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
東
一
口
の
安
養
寺

双
盤
念
仏
と
山
田
家
住
宅
が
文
化
財
に
登
録
さ
れ
る
な
ど
、
ま
ち
の
歴
史
や
文
化
を

再
認
識
す
る
年
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
、
主
な
出
来
事
を
紹
介
し
、
平
成
22
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

2010

1月
JAN

2月
FEB

3月
MAR

▲まちの駅「クロスピアくみやま」オープン式典

▲府登録無形民俗
文化財に登録され

た双盤念仏

▲おやじ未来塾
▲脳内若返

りプロジェ
クト

1月　消防出初式3月　新木津川大橋開通
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1
日	

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
分
別
回
収
開
始

	

京
都
地
方
税
機
構
本
格
稼
働

	

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

11
日	

京
都
府
知
事
選
挙

25
日	

ま
ち
の
駅
「
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
」
オ
ー

プ
ン

26
日	

の
っ
て
こ
バ
ス
新
ル
ー
ト
運
行
開
始

28
日	

山
田
家
住
宅
が
登
録
有
形
文
化
財
建
造
物
に

登
録

6
日	

木
造
住
宅
耐
震
改
修
費
用
の
補
助
開
始

9
日	

総
合
体
育
大
会
開
会
式

16
日	

ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り
&
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル

26
日	

生
涯
学
習
事
業
開
講
式

8
日	
第
2
回
町
議
会
定
例
会
開
会

3
日	

歯
の
ひ
ろ
ば

11
日	

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

27
〜
28
日	

平
和
の
た
め
の
小
・
中
学
生
広
島
派
遣

31
日	

自
治
会
長
サ
ロ
ン

1
日	

町
の
特
産
野
菜
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
レ
シ
ピ
募
集

15
日	

平
和
祈
念
集
会

21
日	

子
ど
も
広
場

	

商
工
会
納
涼
夏
ま
つ
り

4
日	

佐
山
校
区
地
域
防
災
力
向
上
訓
練
（
府
総
合
防
災
訓

練
と
合
同
実
施
）

8
日	

第
3
回
町
議
会
定
例
会
開
会

9
日	

敬
老
会

17
日	

ワ
ー
ウ
ィ
ッ
ク
・
ス
テ
ー
ト
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
生
徒
歓

迎
式
典

1
日	

国
勢
調
査
を
実
施

11
日	

町
民
運
動
会

15
〜
19
日	

子
ど
も
読
書
絵
て
が
み
コ
ン
テ
ス
ト
パ
ネ
ル
展

21
日	

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

30
日	

東
角
校
区
自
治
会
総
合
防
犯
・
防
災
訓
練

6
日	

国
民
文
化
祭
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

6
〜
7
日	

町
民
文
化
祭

8
日	

商
工
会
が
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
販
売

12
日	

戦
没
者
追
悼
式

20
日	

暴
力
追
放
・
少
年
非
行
防
止
宇
治
市
・
久
御
山
町
住

民
大
会

23
日	

ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
久
御
山

29
日	

第
4
回
町
議
会
定
例
会
開
会

11
日	

第
2
回
自
治
会
長
会

12
日	

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

19
日	

休
日
議
会
開
催

4月
APR

5月
MAY

7月
JUL

6月
JUN

8月
AUG

9月
SEP

11月
NOV

10月
OCT

12月
DEC

▲町民運動会

5月　総合体育大会開会式7月　平和のための小・中学生広島派遣出発式

▲ふるさと教室

10月　ゲートボール山城大会優勝 9月　佐山校区地域防災力向上訓練11月　ふるさとフェア

▲子ども広場
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平
成
22
年
度 

上
半
期　

財
政
状
況
を
公
表

　

平
成
22
年
度
上
半
期
（
9
月
末
現
在
）
の

一
般
会
計
や
特
別
会
計
な
ど
の
財
政
状
況
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
額
は
、
72
億

9
9
3
5
万
円
で
、
予
算
執
行
状
況
は
、
歳

入
が
54
・
2
㌫
、
歳
出
が
42
・
2
㌫
と
な
っ

て
お
り
、
各
科
目
の
執
行
状
況
は
表
①
の
と

お
り
で
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
な
ど
の
6
つ
の
特

別
会
計
と
水
道
事
業
会
計
の
予
算
執
行
状
況

は
、
表
②
の
と
お
り
で
す
。

　

地
方
債
（
町
の
借
金
）
の
9
月
末
現
在
の

残
高
は
、
一
般
会
計
が
45
億
5
3
5
1
万
円
、

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
は
、
46
億
4	

9
2
3
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
金
額
は
、

い
ず
れ
も
一
万
円
未
満
四
捨
五
入
）

　

町
で
は
、
下
半
期
も
各
種
事
業
に
対
し
、

予
算
の
適
正
・
効
率
的
な
執
行
に
努
め
て
い

き
ま
す
。表②　特別会計・水道事業会計の執行状況� （単位：万円）

歳　　　入 歳　　出
収 入 済 額 収入率 支 出 済 額 支出率

国 民 健 康 保 険 7億 7529 40.6 7 億 9499 41.7
三 郷 山 財 産 区 559 96.0 238 40.8
老 人 保 健 18   2.1 30   3.5
公 共 下 水 道 4億 2130 40.3 3 億 1501 30.1
介 護 保 険 4億 3572 46.3 3 億 7918 40.3
後 期 高 齢 者 医 療 4893 31.3 3031 19.4

水 道
収益的支出 2億 5671 49.8 2 億 2655 44.4
資本的支出 514   2.8 3782   9.3

表①　一般会計の執行状況
（億円） 

（億円） 30 4007 05 20 20
歳  入 歳  出 

10 1099 88 77 6 65 54 43 32 21 1

は収入済および 
支出済率（金額） 

42.7％（4億1684万円） 

総務費9億7731万円 

46.8％（9億5441万円） 

民生費20億4033万円 

43.2％（2億4946万円） 

36.1％（2億6007万円） 

36.2％（5億4026万円） 

44.3％（6億6155万円） 

衛生費5億7779万円 

土木費7億1982万円 

教育費14億9096万円 

その他14億9313万円 
合計72億9935万円 

64.1％（28億189万円） 

町税43億7049万円 61.2％（2億159万円） 

48.3％（2億1315万円） 

17.0％（5335万円） 

65.3％（3億5966万円） 

25.5％（3億2971万円） 

地方消費税交付金3億2930万円 

国庫支出金4億4107万円 

府支出金3億1384万円 

繰入金5億5094万円 

その他12億9371万円 
合計72億9935万円 

54.2％（39億5935万円） 42.2％（30億8259万円） 

のってこバス クイズ

応募先／〒613-8585　久御山町役場都市計画課　
　　　　　　　　　　　　　　　（住所記載不要）
　　　　FAX：075（632）5558
　　　　Eメール：toshi@town.kumiyama.lg.jp
締切日／ 2月1日㈫当日消印有効
　　※	当選者の発表は記念品の発送をもって代えさせ

ていただきます。
　　※	正解は、広報くみやま3月15日号、町ホーム

ページでお知らせします。
問い合わせ／都市計画課

のってこバス（巡回バス）の乗客数が
25万人を達成したのは何月何日だった
でしょう?

　正解者の中から抽選で20人にバスカード（1,100
円分）をプレゼントします。
　クイズの答え、住所、氏名、年齢、のってこバス（巡
回バス）へのご意見をご記入のうえ、郵送、FAX、E
メールまたは都市計画課窓口までご応募ください。（書
式は自由です。）

問題

平成22年10月30日までの延べ乗客数
は243,088人。今年度の1か月当たり
の平均乗客数は3,502人です。
年末年始があやしい!?

ヒント

利用者25万人達成の日は !?
　のってこバス（町内巡回バス）は、皆さんに支えられ、おか
げさまで平成22年12月中旬から今年の1月中旬の間に乗客数
延べ25万人を突破するもようで、現在、バス会社で集計中です。
　そこで、みなさんに感謝の気持ちを込めて、便利なバスカー
ドが当たるクイズをおこないます。



�
広報くみやま平成23年 1月 1日

行政ニュース

　民生児童委員は、あなたの身近な相談相手として、
厚生労働大臣から委嘱を受けて、それぞれの地域で、
常に住民の立場にたって相談に応じ、必要な援助をお

こない社会福祉の増進に努めていただいています。任
期は、平成25年11月30日までです。
問い合わせ／社会福祉課

民生児童委員が決まりました。

　

平
成
23
年
4
月
1
日
採
用
予
定
の
町
職
員

採
用
試
験
を
、
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

職
種
／
土
木
技
術
職

人
員
／
若
干
名

受�

験
資
格
／
①
昭
和
50
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
5
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
②

高
等
学
校
卒
業
程
度
以
上
の
学
力
を
有
す

る
人　

③
土
木
学
科
系
を
専
攻
し
た
人

【
第
1
次
試
験
】

日
時
／
1
月
29
日
㈯　

午
前
9
時
か
ら

場
所
／
久
御
山
町
役
場

試�

験
内
容
／
教
養
試
験
・
土
木
に
関
す
る
専

門
試
験

【
第
2
次
試
験
】

日�

時
・
場
所
／
2
月
下
旬
。
第
1
次
試
験
合

格
者
に
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

試
験
内
容
／
作
文
試
験
、
面
接
試
験

受�

験
申
込
書
／
受
験
申
込
書
は
総
務
課
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（ht	

tp://w
w
w
.tow

n.kum
iyam

a.lg.jp

）

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

受�

付
期
間
／
受
験
申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご

記
入
の
う
え
、
必
要
書
類
を
添
え
て
1
月

4
日
㈫
か
ら
20
日
㈭
ま
で
に
、
総
務
課
へ
。

郵
送
に
よ
る
受
け
付
け
は
お
こ
な
い
ま
せ

ん
。

※	

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
、
午
前
8
時

30
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で
。

問
い
合
わ
せ
／
総
務
課

町
職
員
を
募
集

�

土
木
技
術
職

受
験
申
込
書
交
付　

1
月
4
日
㈫
〜

受　

付　

期　

間　

1
月
4
日
㈫
〜
20
日
㈭

【民生児童委員】

氏　名 電話番号 担当地区

魚見　映子 075（631）0555 大橋辺

中村　　稔 075（631）5614 北川顔・
近協パレス

長谷川新造 075（631）3769 藤和田

谷村　昌子 075（631）1584
島田・
東島田

中木　絹子 075（631）4489

上田　光宏 075（631）6092 坊之池・
中島

田口　一文 075（631）3696 相島

片岡　妙子 075（631）0508
東一口・
西一口

小笹　民子 075（631）2332

小森　忠司 075（631）4446 森・森村東

松本　一夫 075（631）0608 野村・
野村村東

神村　凌三 0774（43）0359 栗ノ脇

榊田　俊夫 0774（41）6035 双置・サンタウン佐
山・佐山サンハイツ

岡本　京子 0774（41）7467 双置の一部・
その他の佐山地区

氏　名 電話番号 担当地区

上坂　照代 0774（43）5949 松陽台

吉川　豊子 0774（43）0330 佐古（農協前
道路から北）

神居　和代 0774（43）1263 佐古（農協前
道路から南）

加賀爪弘美 0774（43）0160 和気・
福山寮

片岡　教昭 0774（41）7353 珠城・
新珠城

大森　英子 0774（22）5150 鈴間

田井ちずる 0774（46）2828 田井・荒見

奥野　　勲 0774（41）7378 下津屋（下津屋
サンハイツ除く）

林沼佐代子 0774（44）8829 下津屋サンハ
イツ・新開地

奥野　良子 090（1956）6978 府営下津屋
団地

大西　孝司 0774（43）1061 西林・
西武西林

岡西　義久 0774（43）0676 東林・北畑
（公団の東）

的川　惠子 0774（44）4154 ミサワ林・
籾池

山口　照治 0774（45）1198 東佐山団地

氏　名 電話番号 担当地区

田上　惠子 0774（44）6543 公団30〜39
棟

島　良子 0774（43）8413 公団2〜8・
43〜46棟

山田　公惠 0774（43）8582 公団20〜29棟・
北畑（公団の西）

安 　芳子 0774（45）0185 公団9〜16
棟・双栗

寺尾　葉末 0774（45）0326 公団17〜19・
40〜42棟

堀池多惠子 0774（43）1153
栄1.2丁目・
清水

白石　榮子 0774（44）6021

西尾　　正 0774（43）2119 栄3丁目

田村　久子 0774（44）4980 栄3丁目4班.	
4丁目

中野　弘子 0774（44）2043 ハイツ西宇治

【主任児童委員】

西尾　由美 075（631）5852 御牧校区

髙月　裕子 0774（44）4207 佐山校区

岡　　知子 0774（43）1905 東角校区

（敬称略）
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あけましておめでとう☆
もうすぐ1才だよ !

佐山　父 秀次さん・母 美奈代さん

（平成22年1月27日生）
松
まつ

井
い

 優
ゆ

梨
り

奈
な

ちゃん 

優ちゃん♡いつもおてつだいありがとう!!
2人ともだいすきだよ♡

下津屋　父 徳士さん・母 慶美さん

（平成18年4月24日生）（平成21年9月11日生）
向
むかい

 優
ゆう

奈
な

・蒼
そう

志
し

ちゃん 

我が家の宝物 !
これからも元気に成長してね。

下津屋　父 尚紀さん・母 千恵さん

（平成21年6月22日生）
菰
こも

田
だ

 陽
はる

貴
き

ちゃん 

スポーツフェスティバル
総合体育館

力をあわせてボールをキャッチ
12月12日、総合体育館で気軽に運動を楽しんでもら

おうと、スポーツフェスティバルがおこなわれ、約40人
の参加者がキンボールを楽しみました。

キンボールは、4人一組の3チームが、チーム名を呼ば
れたあとに打ち出される大きくやらかいボールを落とさな
いようにキャッチする競技です。ボールが打ち出されると
参加者たちは、4人で力をあわせてボールをキャッチして
いました。

自治会防災指導
栄3・4丁目自治会

近所の力で初期消火

子ども音楽会（12月3日・中央公民館）

12月4日、年末年始の火災予防運動を前に、栄3・4 
丁目自治会で防災指導がおこなわれました。参加者は、自
治会内の消火器ボックスと消火栓の設置場所を確認し、消
火器訓練と、消火栓使用方法の説明を受けました。このあ
と消防車タンク水を使って放水体験をしました。

参加者は、「消火栓ボックスの中には、ホースや筒先な
どが入っているのですね。緊急時は、これで初期消火がで
きます。」と話しておられました。

クリスマスリーフ作り（12月4日・古川堤防）

▲消火栓の使用方法を習う参加者▲キンボールで楽しむ参加者
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【応募方法】ハガキに①答え②住所③氏名④年齢⑤広報紙
に対するご意見などをご記入のうえ、〒613-8585久御
山町役場広報行政課（住所記載不要）へご応募ください。
答えは、違いのある枠のアルファベットでお答えください。

【締め切り】1月7日（金）【必着】
お一人1通に限ります。正解と当選者は広報くみやま2

月1日号で発表します。
お楽しみに!

二つの絵には、7か所の違いがあります。絵をよく見て
違いを見つけてください。

正解者の中から、抽選で20人に図書カードをお贈りし
ます。ふるってご応募ください。

	

地
区
名	

夫
の
氏
名	

妻
の
氏
名

藤
和
田　

東
山　

博
之　

東
山　

綾
子

　

林　
　

益
田　

喬
平　

益
田　

愛
菜

　

〃　
　

好
田　

真
一　

好
田　
ひ
と
み

市　

田　

永
川　

達
也　

永
川　
あ
ゆ
美

下
津
屋　

鹿
戸　

将
人　

鹿
戸　
み
さ
と

	

地
区
名	

出
生
児	

父
・
母

藤
和
田　

谷　
　

裕ゆ
う

太た　

裕
規
・
卯
太
子

　

〃　
　

柏
㟢　

美み

和わ　

学
・
祐
子

島　

田　

青
栁　
　

迅じ
ん　

京
太
・
あ
ゆ
み

東
一
口　
鵜
ノ
口　

智と
も

也や　

宏
史
・
明
美

佐　

山　

松
浦　

蓮れ
ん

仁と　

敬
司
・
亜
希
子

　

〃　
　

松
田　

結ゆ

衣い　

元
気
・
植
子

　

〃　
　

松
本　

清し
ょ
う

太た　

竜
一
・
弥
生

　

林　
　

上
野　

将ま
さ

宗む
ね　

勝
久
・
美
由
紀

下
津
屋　

大
塚　

星せ

波な　

裕
也
・
有
美
子

　

栄　
　

伊
藤　

映え
い

斗と　

末
広
・
友
里

平成22年11月15日から12月14日までの受付分（敬称略）

淀大根の出荷（12月13日・東一口野菜洗い場） 久御山中学生が家
庭科実習で幼稚園

を訪問

�
（12月6日・佐山

幼稚園）荒見苑クリスマスの集い（12月6日・荒見苑）

まちがいさがしクイズ
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No.22

経
済
的
な
負
担
を
軽
減

　

子
育
て
家
庭
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
保
育
料
や
教
育
費
用
な
ど
様
々
な
補

助
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

◦
幼
稚
園
保
育
料
を
減
免

　
　

�

町
立
幼
稚
園
に
在
籍
す
る
生
活
保
護
世

帯
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
に
上
乗
せ

し
て
保
育
料
を
減
免
し
て
い
ま
す
。

◦
保
育
所
保
育
料
を
減
免

　
　

�

町
立
保
育
所
の
保
育
料
に
つ
い
て
は
、

国
の
基
準
額
の
60
㌫
を
目
途
に
設
定
し
、

保
護
者
の
負
担
額
を
軽
減
し
て
い
ま
す
。

◦�

日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
掛
金
を
全

額
負
担

　
　

�

町
立
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中

学
校
に
在
籍
の
児
童
生
徒
の
万
一
の
ケ

ガ
な
ど
に
対
し
医
療
費
や
見
舞
金
が
で

る
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
掛

　

町
で
は
、「
子
ど
も
達
の
希
望
進
路
の
実
現
」
の
た
め
に
子
育
て
支
援
に

力
を
注
い
で
お
り
、
ご
家
庭
の
教
育
費
な
ど
の
経
済
的
な
負
担
を
少
し
で

も
軽
減
す
る
た
め
、
町
独
自
で
様
々
な
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
子
育
て
真
っ
た
だ
中
の
ご
家
庭
に
対
す
る
保
護
者
負
担
の

軽
減
策
を
紹
介
し
ま
す
。

金
を
全
額
町
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

�　
〈�
補
助
額
〉
保
育
所
3
7
5
円
、
幼
稚
園

2
9
5
円
、
小
・
中
学
校
9
4
5
円

◦�

小
・
中
学
校
で
学
級
費
、
校
外
活
動
費
、

修
学
旅
行
費
を
補
助

　
　

�

町
立
小
・
中
学
校
お
よ
び
町
内
在
住
で

京
都
市
立
明
親
・
美
豆
小
学
校
、
大
淀

中
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
に
対
し
、

学
級
費
や
校
外
学
習
・
林
間
学
習
・
修

学
旅
行
の
費
用
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

�　
〈�

補
助
額
〉（
年
額
）
学
級
費
…
小
学
校
2
，

4
0
0
円
、
中
学
校
2
，
0
0
0
円
、

校
外
活
動
費
…
小
学
校
3
，
0
0
0
円

以
内
、
中
学
校
4
，
6
0
0
円
以
内
、

林
間
学
習
費
…
小
学
校
4
，
5
0
0
円

以
内
、
修
学
旅
行
費
…
小
学
校
2
0
，

0
0
0
円
以
内
、
中
学
校
3
5
，

0
0
0
円
以
内

◦�

給
食
費
を
補
助

　
　

�

町
立
幼
稚
園
お
よ
び
町
立
小
学
校
、
町

内
在
住
で
京
都
市
立
明
親
・
美
豆
小
学

校
に
在
籍
す
る
児
童
に
対
し
、
給
食
費

の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

�　
〈�

補
助
額
〉（
年
額
）
幼
稚
園
3
，

9
6
0
円
、
小
学
校
5
，
5
0
0
円

◦�

対
外
運
動
競
技
等
参
加
経
費
を
全
額
負
担

　
　

�

学
校
の
教
育
活
動
（
ク
ラ
ブ
活
動
）
で

山
城
大
会
以
上
の
大
会
に
出
場
す
る
場

合
、
交
通
費
・
宿
泊
費
等
参
加
に
要
す

る
経
費
を
全
額
町
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

◦�

小
学
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費

　
　

�

小
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
の
間
、
月
初

め
に
2
0
0
円
の
自
己
負
担
だ
け
で
医

療
費
は
全
額
町
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

（
3
歳
ま
で
は
京
都
府
が
負
担
）

◦�
留
守
家
庭
児
童
育
成
事
業
（
仲
よ
し
学

級
）
負
担
金
の
減
額
・
免
除

　
　

�

仲
よ
し
学
級
に
入
級
し
て
い
る
児
童
の

保
護
者
が
就
学
援
助
を
受
給
し
て
い
る

場
合
、
負
担
金
を
減
免
し
て
い
ま
す
。

働
き
な
が
ら
子
育
て
を
す
る
た
め
に

　

子
育
て
家
庭
の
経
済
的
負
担
軽
減
の
ほ
か
、

安
心
し
て
子
ど
も
を
預
け
、
仕
事
な
ど
社
会

参
画
が
で
き
る
よ
う
に
、
多
様
な
サ
ー
ビ
ス

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

◦�

保
育
所
の
全
員
入
所

　
　

�

就
労
な
ど
の
た
め
、
家
庭
で
お
子
さ
ん

を
保
育
で
き
な
い
場
合
、
6
か
月
以
上

の
乳
幼
児
を
対
象
に
保
育
所
に
入
所
で

き
ま
す
。

◦�

預
か
り
保
育

　
　

�

幼
稚
園
で
は
、
4
・
5
歳
児
を
対
象
に

月
・
火
・
木
・
金
曜
日
に
午
後
4
時
ま

で
の
預
か
り
保
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　

�（
有
料
…
1
回
2
0
0
円
+
お
や
つ
代

1
0
0
円
）

◦�

延
長
保
育

　
　

�

保
育
所
で
は
、
最
長
で
平
日
午
前
7
時

30
分
か
ら
午
後
7
時
（
土
曜
日
は
午
後

5
時
）
ま
で
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し

ま
す
。（
一
部
の
時
間
有
料
）

◦�

一
時
保
育

　
　

�

保
護
者
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
や
求
職
、
通

院
な
ど
の
た
め
、
一
時
的
に
家
庭
で
お

子
さ
ん
を
保
育
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
、

1
日
ま
た
は
半
日
単
位
で
御
牧
保
育
所

で
お
子
さ
ん
を
保
育
し
ま
す
。（
事
前

申
込
必
要
、
有
料
）

◦�

病
後
児
保
育

　
　

�

保
護
者
が
仕
事
な
ど
の
都
合
で
病
気
の

回
復
期
に
あ
る
お
子
さ
ん
を
見
て
ほ
し

い
場
合
、
城
陽
市
に
あ
る
京
都
き
づ
川

病
院
で
病
後
児
保
育
を
実
施
し
て
い
ま

す
。（
事
前
申
込
必
要
、
有
料
）

安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
た
め
に

�
〜
町
独
自
で
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
〜
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行政ニュース

○ピアノ&フルートデュオ　ウインターコンサート
　「くるみ」さんによる楽しい音楽を聴いたり一緒に
歌ったりして、楽しいひとときを過ごしましょう。申
し込みはいりません。お気軽にお越しください。
日時／ 1月15日㈯　午前11時〜正午
○子育て講座
　「子どもの夢を育む『心育て』」と題して、えほん館
館長の花田睦子さんにお話を聴かせていただきます。
お子様と一緒に気軽に聴いていただける楽しいお話で
す。ぜひ、来館して耳を傾けてください。
　申し込みはいりません。お気軽にお越しください。
日時／ 1月19日㈬　午前10時30分〜 11時30分
○地域であそぼ「つどいのひろば」
　今月は、ミサワ林集会所をお借りして「つどいのひ
ろば」を開催します。お近くの皆さんお越しください。
日時／ 1月21日㈮　午前9時30分〜 11時50分
場所／ミサワ林集会所

○高齢者とのほのぼの交流会
　久御山町シニアクラブ連合会の女性部の人と乳幼児
の親子との交流会です。一緒に歌を歌ったりして楽し
みましょう。
日時／ 1月25日㈫　午前10時〜 11時30分
○親子サロン
日時／ 1月14日㈮・28日㈮　午前9時〜午後4時
場所／地域福祉センター 2階視聴覚室
※�28日㈮　午前11時30分から、図書館司書の絵本
の読み聞かせをおこないます。

○お誕生会
　毎月、その月に誕生を迎える友だちを対象にお誕生
会を開いています。みんなで歌を歌ってお祝いします。
写真入りの誕生カードをプレゼントします。
　申し込みはいりません。お気軽にお越しください。
日時�／ 1月29日㈯　午前11時20分からと午後3時

20分からの2回

開館時間／午前 8時 30分～午後 5時
休館日／日曜・月曜日、祝日、
　　　　1月 1日㈷～ 3日㈪

　

い
き
い
き
特
別
講
座
と
し
て
ス
タ
ジ
オ
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
平
日
の
夜
間
に
毎
週
開
催
し
て

い
ま
す
。

日
時�

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
／
1
月
18
日
㈫
〜
3
月

11
日
㈮　

①
ボ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
…

火
曜
日　

②
は
じ
め
て
ヨ
ガ
…
水
曜
日

③
マ
ッ
ト
ピ
ラ
テ
ィ
ス
…
木
曜
日　

④

カ
ロ
リ
ー
バ
ー
ナ
ー（
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
）

…
金
曜
日　

い
ず
れ
も
午
後
7
時
〜
7

時
45
分

対
象
／
町
内
在
住
で
40
歳
以
上
の
人

費
用�

／
①
・
③
・
④
全
8
回
3
，
0
0
0
円

（
1
回
参
加
5
0
0
円
）　

②
全
8
回
4
，

8
0
0
円
（
1
回
参
加
8
0
0
円
）

※
電
話
に
よ
る
申
し
込
み
不
可

簡
単
!!
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
座

　

認
知
症
の
基
礎
知
識
や
予
防
方
法
を
学
び

ま
す
。
ま
た
簡
単
な
体
操
や
脳
を
刺
激
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
合
わ
せ
て
、
楽
し
く
脳

を
活
性
化
し
ま
す
。

日
時
／
1
月
13
日
㈭　

午
後
4
〜
5
時

対
象
／
町
内
在
住
で
40
歳
以
上
の
人

内
容�

／
椅
子
に
座
っ
て
の
軽
体
操
や
簡
単
な

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど

定
員
／
先
着
15
人

費
用
／
3
0
0
円

「
も
り
も
り
」
栄
養
改
善
教
室

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
水
分
補
給
」
で
す
。

健
康
管
理
の
た
め
に
知
っ
て
お
き
た
い
正
し

い
水
分
補
給
の
仕
方
を
学
習
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
1
月
18
日
㈫　

午
後
4
時
〜
5
時

対
象
／
町
内
在
住
で
40
歳
以
上
の
人

内
容�

／
管
理
栄
養
士
の
講
義
、
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
な
ど

定
員
／
先
着
15
人

費
用
／
3
0
0
円

お
口
ケ
ア
教
室

　

む
し
歯
予
防
だ
け
で
は
な
く
、
オ
ト
ナ
な

ら
で
は
の
お
口
の
悩
み
や
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
に

対
す
る
ケ
ア
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

日
時
／
1
月
28
日
㈮　

午
後
4
時
〜
5
時

対
象
／
町
内
在
住
で
40
歳
以
上
の
人

内
容�

／
お
口
の
ケ
ア
に
関
す
る
歯
科
衛
生
士

の
講
義
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど

定
員
／
先
着
15
人

費
用
／
3
0
0
円

い
き
い
き
ホ
ー
ル

ス
タ
ジ
オ
プ
ロ
グ
ラ
ム

開
館
時
間
／
午
前
10
時
〜
午
後
8
時

休
館
日
／
毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
、
そ
の
翌
日
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
／http://w

w
w
.kum

i-iki.com
/

　

い
き
い
き
ホ
ー
ル
で
は
、
次
の
よ
う
な
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
教
室
を

開
催
し
ま
す
。
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
同
ホ
ー
ル
へ
。

イ
ベ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

教
室
参
加
者
募
集
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vol.147
多重債務問題について

　　　
多重債務問題とは
　借金返済や利息の支払いのために、新たな業者から
次々と借金を重ねていくことをいいます。
　生活費・事業資金・遊興費・クレジットなどのささ
いなことからお金を借りると、誰でも多重債務に陥る
可能性があります。多重債務に陥らないために、次の
ことに注意しましょう。
◦�お金を借りる前に、「借りてまで」本当に必要なも
のかどうか再度チェックする。

◦�今そのお金を用意できない自分が、将来本当に支払
っていける能力があるのか確認する。

◦�お金を借りる前にどのくらいの期間借りたらどの程
度の利息がつくかシミュレーションしておく。

◦�借金を返済するための借金はしない。
万が一、多重債務に陥ってしまったら
　自分一人で判断して行動しないで、法律の専門家に
相談しましょう。

　多額の借金（債務）を抱えていても、必ず解決でき
ます。債務整理には4つの方法があります。
①�簡易裁判所を通して債権者と交渉する方法（特定調
停）

②�債権者との話し合いによって和解する私的な債務整
理をおこなう方法（任意整理）

③�債務のうち一部を分割して返済し、残りの債務を免
除してもらう方法（個人再生）

④�最低限の生活費用を除き、財産を債権者に分配して
残った債務を免除してもらう方法（自己破産）

　詳しくは、弁護士会や司法書士会、消費生活センタ
ーなどにお問い合わせください。
　くらしの中のさまざまなトラブルや疑問については、
京都府消費生活安全センター☎075（671）0004、
京都府山城広域振興局商工労働観光室☎0774（21）
2426または町産業課へご相談ください。

55
　

長
寿
社
会
の
到
来
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
人
々

が
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康

づ
く
り
の
取
り
組
み
な
ど
を
定
め
た
「
健
康
く
み

や
ま
21
」
の
内
容
を
、
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　

妊
婦
健
康
診
査
に
、
公
費
負
担
と
な
る

H
T
L
V
─
1
抗
体
検
査
が
追
加
さ
れ
ま
し

た
。

　

H
T
L
V
─
1
と
は
、
成
人
T
細
胞
白
血

病
の
原
因
ウ
イ
ル
ス
で
、
H
T
L
V
─
1
関

連
脊
髄
症
や
気
管
支
・
肺
障
害
な
ど
の
病
気

を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
母
親

が
キ
ャ
リ
ア
だ
っ
た
場
合
、
母
乳
保
育
に
比

べ
人
工
栄
養
保
育
で
は
、
感
染
率
は
10
分
の

1
ま
で
減
少
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

追
加
の
受
診
券
は
、
1
月
1
日
以
降
に
配

布
す
る
受
診
券
と
併
せ
て
交
付
し
ま
す
。
す

で
に
受
診
券
綴
を
使
用
さ
れ
て
い
る
妊
婦
の

人
で
、
同
検
査
が
未
受
診
の
人
は
、
受
診
券

が
無
く
て
も
か
か
り
つ
け
の
病
院
で
検
査
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
は
、
ワ
ク
チ
ン
で
予
防
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス（
H
P
V
）と
は
?

　

子
宮
頸
が
ん
の
発
生
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
H
P
V
）

の
感
染
が
原
因
で
す
。

　

H
P
V
に
は
、
現
在
ま
で
に
1
0
0
種
類

以
上
の
タ
イ
プ
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
中
で
も
、

2
つ
の
タ
イ
プ
に
よ
る
感
染
が
最
も
頻
度
が

高
く
、
合
わ
せ
て
子
宮
頸
が
ん
全
体
の
60
〜

70
㌫
の
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
で
予
防
で
き
る
の
?

　

発
が
ん
性
H
P
V
は
、
多
く
は
性
交
渉
の

時
に
感
染
し
ま
す
が
、
そ
の
90
㌫
は
自
然
に

排
除
さ
れ
ま
す
。

　

全
女
性
の
70
〜
80
㌫
が
一
度
は
H
P
V
に

感
染
し
、
そ
の
一
部
が
感
染
し
た
ま
ま
と
な

り
、
子
宮
頸
が
ん
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
感
染
す
る
以
前
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
お

こ
な
っ
て
H
P
V
感
染
を
防
ぐ
こ
と
で
、
子

宮
頸
が
ん
の
発
生
を
予
防
で
き
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
は
?

　

臨
床
試
験
で
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
期
間
は
、

接
種
後
の
約
6
年
余
り
と
確
認
さ
れ
て
お
り
、

20
年
以
上
は
効
果
が
持
続
す
る
と
推
測
さ
れ

て
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
回
数
は
?

　

1
回
目
を
接
種
後
、
1
か
月
し
て
2
回
目

を
接
種
し
、
2
回
目
終
了
後
、
半
年
あ
け
て

3
回
目
を
接
種
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
こ
の
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
に
つ
い

て
は
、
後
日
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
詳
し
く

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課

妊
婦
健
診
の
検
査
項
目
が
追
加

子
宮
頸
が
ん
を
予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン
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行政ニュース

【
開
館
時
間
】　

火
〜
金
曜
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時

　
　
　
　
　
　
　

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

【
休　

館　

日
】　

1
日
㈷
〜
4
日
㈫
・
11
日
㈫
・
17
日
㈪
・

　
　
　
　
　

 　

24
日
㈪
・
31
日
㈪
・
2
月
1
日
㈫

今
月
の
テ
ー
マ
図
書

〈
ウ
サ
ギ　

─
飛
躍
の
年
に
!
─
〉

　

図
書
館
で
は
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
本
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

今
月
は
、
今
年
の
干
支
に
ち
な
ん
で
「
ウ
サ
ギ
」
を
テ
ー

マ
に
オ
ス
ス
メ
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。
ウ
サ
ギ
の
よ
う
に
ピ

ョ
ー
ン
!
と
飛
躍
の
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

オ
ス
ス
メ
本

「
十
二
支
の
郷
土
玩
具
」 
中
村
浩
訳
・
編
著

　

日
本
各
地
に
伝
わ
る
干
支
の
郷
土
玩
具
を
紹
介
。
卯
（
兎
）

は
、
か
ち
か
ち
山
や
兎
の
餅
つ
き
の
昔
話
等
、
愛
ら
し
い
郷

土
玩
具
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
う
さ
ぎ
と
の
暮
ら
し
方
が
よ
く
わ
か
る
本
」

 

実
業
之
日
本
社

　

う
さ
ぎ
の
育
て
方
・
し
つ
け
方
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
。

こ
れ
か
ら
飼
い
た
い
人
も
、
今
飼
っ
て
い
る
人
も
う
さ
ぎ
と

一
緒
に
楽
し
く
快
適
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
。

「
う
さ
ぎ
小
学
校
」
児
童
書

 

フ
リ
ッ
ツ
・
コ
ッ
ホ
＝
ゴ
ー
ダ
絵

　

さ
あ
、
今
日
か
ら
学
校
で
す
。
う
さ
ぎ
の
お
兄
ち
ゃ
ん
と

妹
は
、
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
う
さ
ぎ
小
学
校
へ
。
学
校
っ
て

楽
し
い
な
!

「
う
さ
ぎ
は
や
っ
ぱ
り
」
児
童
書 

五
味
太
郎
作

　

う
さ
ぎ
は
や
っ
ぱ
り
、
し
ろ
う
さ
ぎ
?
い
え
い
え
、
い
ろ

ん
な
う
さ
ぎ
が
い
る
の
で
す
。
で
も
、
や
っ
ぱ
り
…

新
着
図
書
の
紹
介

☆	

沈
黙
の
檻 

（
堂
場
瞬
一
著
）

　

迷
宮
入
り
し
た
殺
人
事
件
の
犯

人
と
さ
れ
る
運
送
会
社
社
長
・
末
松
。

だ
が
刑
事
・
氷
室
は
、
彼
の
無
実
を

信
じ
…
。

☆	

御
師
弥
五
郎

　

お
伊
勢
参
り
道
中
記

 

（
西
條
奈
加
著
）

　

弥
五
郎
は
、
何
者
か
に
命
を
狙

わ
れ
て
い
る
材
木
商
・
清
兵
衛
の

お
伊
勢
参
り
に
付
き
合
う
羽
目
に
。

☆	

家
元
探
偵
マ
ス
ノ
く
ん

　

県
立
桜
花
高
校
★
ぼ
っ
ち
部

 

（
笹
生
陽
子
著
）

　

マ
ス
ノ
く
ん
の
誘
い
で
地
下
の

部
室
を
訪
れ
た
チ
ナ
ツ
。
そ
こ
に

は
、
超
個
性
的
な
〝
ぼ
っ
ち
部
〟

の
面
々
が
─
。

☆	

ち
ょ
う
ど
い
い
よ

 

（
竹
下
文
子
作
／
鈴
木
ま
も
る
絵
）

　

赤
ち
ゃ
ん
の
時
の
帽
子
は
き
つ

き
つ
、
だ
っ
て
も
う
大
き
い
も
ん
。

で
も
犬
は
ま
だ
触
れ
な
い
。
ゆ
い

ち
ゃ
ん
、
ほ
ん
と
は
大
き
い
の
?

小
さ
い
の
?

☆
お
は
な
し
会

　

図
書
館
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
絵
本
や
紙
芝

居
を
読
み
聞
か
せ
る
「
お
は
な
し
会
」
を
毎
月
開
い
て
い
ま
す
。

日
時
／
1
月
22
日
㈯　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
2
階
お
話
し
室

Vol.144

さつま芋入りケーキ

329㌔カロリー／ 1個分

食生活改善推進員協議会「久味の会」

�

■材料　6個分
米粉�…………………………………100㌘
ベーキングパウダー�………小さじ 1／ 2
砂糖�……………………………………30㌘

=さつま芋あめ=
さつま芋� …………1／ 2本（約 150㌘）
砂糖…50㌘（芋の甘みによって加減する）

バター�…………………………………15㌘
卵�……………………………………大 3個
サラダ油�………………………………50㌘
バニラエッセンス�……………………少々
バター�…………………………………35㌘
カップケーキ型�………………………6個
飾り（ゼリー・アラザン等）�………適量

作り方

①　さつま芋は皮をむいて適当に切り、
水にさらしてアクを抜き、ゆでる。火
が通ったら水気を切り、熱いうちにあ
めのバターと砂糖を加えてつぶし、さ
つま芋あめを作っておく。

②　卵黄を泡立てサラダ油、バニラエッ
センスを加え①をざっくりつぶしなが
ら入れる。湯煎で溶かしたバターも加

える。
③　卵白は角が立つまで泡立てる。
④　米粉、ベーキングパウダー、砂糖は
合わせてふるっておく。

⑤　②に③④を順に粘らないようにざっ
くり混ぜ合わせケーキ型に分け入れる。

⑥　190 度に予熱したオーブンで 17 分
〜 18分焼いて出来上がりです。
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受
付�

・
問
い
合
わ
せ
／
宇
治
地
域
事
務
所
☎

０
７
７
４
（
４
４
）
７
１
３
９
（
宇
治

市
広
野
町
西
裏
100
─
30
コ
メ
ウ
ビ
ル
２

階
）

お
知
ら
せ

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

　

経
済
産
業
省
で
は
、「
平
成
22
年
工
業
統

計
調
査
」
を
平
成
22
年
12
月
31
日
現
在
で
実

施
し
ま
す
。

　

本
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
事
業
所
を
対

象
に
、
そ
の
活
動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
国

の
重
要
な
統
計
調
査
で
あ
り
、
調
査
結
果
は

国
や
地
方
公
共
団
体
の
行
政
施
策
の
基
礎
資

料
と
し
て
使
わ
れ
る
ほ
か
、
大
学
や
民
間
の

研
究
機
関
、
小
・
中
・
高
等
学
校
の
教
材
な

ど
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
月
か
ら
調
査
員
証
を
携
行
し
た
調
査
員

が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
製
造
業
を
営
む
事

業
所
の
皆
さ
ん
に
は
調
査
票
の
記
入
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た

内
容
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密

が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
広
報
行
政
課

償
却
資
産
申
告
書
・
給
与
支
払

報
告
書
は
１
月
31   
日
㈪
ま
で
に

　

町
内
で
事
業
を
営
ん
で
い
る
法
人
や
個
人

で
、
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人
は
、
１

月
１
日
現
在
の
所
有
状
況
を
１
月
31
日
㈪
ま

で
に
税
務
課
へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

募　
　

集

い
き
い
き
ハ
ツ
ラ
ツ
塾

（
い
き
い
き
ホ
ー
ル
出
張
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

　

健
康
セ
ン
タ
ー
い
き
い
き
ホ
ー
ル
で
実
施

し
て
い
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
な
ど
に
よ

る
介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
荒
見
苑
や
楽
生

苑
で
お
こ
な
い
ま
す
。

　

転
倒
を
予
防
す
る
体
操
や
筋
力
の
低
下
を

抑
え
る
運
動
を
体
験
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
今

回
は
新
た
に
ま
ち
の
駅
「
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み

や
ま
」
で
も
お
こ
な
い
ま
す
。
の
っ
て
こ
バ

ス
に
乗
っ
て
会
場
へ
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時
／
①
１
月
18
日
・
25
日
・
２
月
１
日　

　
　

②
２
月
８
日
・
15
日
・
22
日　

③
３
月

　
　

１
日
・
８
日　

い
ず
れ
も
火
曜
日　

午

　
　

前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
／
①
荒
見
苑　

②
楽
生
苑　

③
ま
ち
の

　
　

駅
「
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
」

対
象
／
町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人

費
用
／
１
回
１
０
０
円

定
員
／
①
・
②
24
人　

③
20
人

　

ま
た
、
平
成
22
年
中
に
給
料
や
賃
金
な
ど

の
給
与
を
支
払
っ
た
事
業
主
は
、
金
額
の
多

少
に
か
か
わ
ら
ず
給
与
支
払
報
告
書
を
受
給

者
の
平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
の
住
所
地
の

市
区
町
村
へ
１
月
31
日
㈪
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
税
務
課

ひ
と
り
親
家
庭
新
入
学
児
童
を

祝
い
励
ま
す
会

　

町
で
は
、
民
生
児
童
委
員
協
議
会
と
共
催

で
、
ひ
と
り
親
家
庭
新
入
学
児
童
を
祝
い
励

ま
す
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
３
月
中
旬
（
参
加
希
望
者
に
は
、
あ

　
　

ら
た
め
て
ご
案
内
し
ま
す
）

対
象
／
町
内
在
住
で
本
年
４
月
に
小
学
校
に

　
　

入
学
す
る
父
子
・
母
子
家
庭
の
児
童

内
容�

／
町
長
、
民
生
児
童
委
員
協
議
会
会
長

か
ら
お
祝
い
と
励
ま
し
の
言
葉
を
送
り
、

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
１
月
31
日
㈪
ま

　
　

で
に
、
社
会
福
祉
課
へ
。
電
話
可

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
同
ホ
ー
ル
へ
。

※
８
回
連
続
で
も
１
回
だ
け
で
も
申
し
込
み

　

で
き
ま
す
。

小
・
中
学
校
新
規
講
師
登
録
者

　

府
山
城
教
育
局
で
は
、
管
内
の
小
・
中
学

校
で
新
た
に
講
師
を
希
望
さ
れ
る
人
の
講
師

登
録
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

登
録�

・
問
い
合
わ
せ
／
同
局
学
務
課
☎
０
７

７
４
（
６
２
）
０
２
７
４
ま
た
は
町
学

校
教
育
課
に
備
え
付
け
の
講
師
登
録
用

紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
同

局
へ
。
郵
送
可

※�

登
録
用
紙
は
、
同
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ht�
tp://w

w
w
.kyoto-be.ne.jp/yam

a�
siro-k

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

予
備
自
衛
官
補

種
目
／
①
一
般　

②
技
能

対
象�

／
①
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
人　

②
18

歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格
等
を
有
す
る

人（
資
格
に
よ
り
55
～
53
歳
未
満
の
人
）

受
付�

期
間
／
１
月
11
日
㈫
～
４
月
６
日
㈬

第26回国民文化祭・京都2011　久御山町　食文化の祭典「野の恵み」
平成23年11月5日㈯・６日㈰　いずれも午前10時から 第26回国民文化祭

PR隊長「まゆまろ」

内　　　　　　　容 時間
血圧測定・問診チェック、ウォ
ームアップ・ストレッチ 10分

介護予防グループレッスン「サ
ッソウいきいき体操」
　バランスディスク等を利用し
た教室形態のグループレッスン

35分

介護予防筋力向上トレーニング
「元気ハツラツトレーニング」
　高齢者向け筋力トレーニング
マシンを使用した筋力活性化エ
クササイズ

35分

クールダウン・ストレッチ 10分

訪問歯科診療のおしらせ
通院困難な方の『ご自宅』や
『介護施設』まで伺います。

田坂歯科医院
TEL 0774－54－0281
城陽市枇杷庄島の宮36－8

（休診）土曜日・日曜日・祝日

12011
January
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山
城
人
権
フ
ェ
ス
タ
in
や
わ
た

　

山
城
人
権
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
協
議
会
で

は
、「
み
ん
な
で
築
こ
う　

い
の
ち
が
輝
く

人
権
の
世
紀
を
」
テ
ー
マ
に
「
２
０
１
１
山

城
人
権
フ
ェ
ス
タ
in
や
わ
た
」
を
開
き
ま

す
。

日
時
／
２
月
５
日
㈯　

午
前
10
時
～
午
後
４

　
　

時
30
分

場
所
／
八
幡
市
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容�

／
子
ど
も
映
画
「
ヒ
ッ
ク
と
ド
ラ
ゴ

ン
」
の
上
映
、
乙
武
洋
匡
さ
ん
に
よ
る

記
念
講
演
「
み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん

な
い
い
」、
模
擬
店
、
手
作
り
バ
ザ
ー
、

展
示
な
ど

※
映
画
・
記
念
講
演
に
は
、
社
会
福
祉
課
で

1
月
6
日
㈭
か
ら　

配
布
受
付
す
る
入
場
整

理
券
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課

献
血
に
ご
協
力
を

　

献
血
は
、
16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
幅
広
い
層

に
わ
た
っ
て
で
き
る
、
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
。

　

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
献
血
カ
ー
ド

や
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

※
16
～
17
歳
の
人
は
、
２
０
０
㎖
の
み
。

　

65
歳
以
上
の
人
は
、
60
～
64
歳
の
間
に
献

　

血
経
験
が
あ
る
場
合
に
限
り
献
血
す
る
こ

　

と
が
で
き
ま
す
。

日
時
／
１
月
13
日
㈭　

①
午
前
10
時
～
午
後

　
　

０
時
15
分　

②
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所
／
①
ゆ
う
ホ
ー
ル　

②
中
央
公
民
館
前

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
ま
た
は
京
都
府

　
　

赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
☎
０
７
５
（
５

　
　

３
１
）
０
１
１
１

毒
物
劇
物
危
害
防
止
運
動

　

毒
物
や
劇
物
は
、
農
薬
・
燃
料
な
ど
私
た

ち
の
身
近
な
場
所
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

吸
引
や
接
触
に
よ
っ
て
中
毒
に
な
る
な
ど
人

体
へ
の
影
響
が
強
い
の
で
取
り
扱
い
に
は
十

分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

　

取
り
扱
い
を
ひ
と
つ
間
違
え
る
と
重
大
な

被
害
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
毒
物
劇

物
を
取
り
扱
う
際
に
は
、
次
の
こ
と
を
守
っ

て
正
し
い
使
用
・
保
管
管
理
・
廃
棄
を
お
こ

な
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

◦�

正
し
い
使
用
方
法
を
守
る
。

◦�

盗
難
に
あ
わ
な
い
よ
う
、
鍵
の
か
か
る
専

用
の
保
管
庫
に
入
れ
、
毒
物
や
劇
物
以
外

の
も
の
と
は
一
緒
に
し
な
い
。
保
管
庫
は
、

簡
単
に
壊
さ
れ
な
い
よ
う
、
し
っ
か
り
と

し
た
材
質
（
鉄
製
な
ど
）
に
す
る
。

◦�

容
器
や
保
管
場
所
に
は
、「
医
薬
用
外
毒

物
」、「
医
薬
用
外
劇
物
」
と
正
し
く
表
示

す
る
。（
容
器
は
毒
物
の
場
合
、
下
地
が

赤
色
の
も
の
に
白
色
の
文
字
で
「
医
薬
用

外
毒
物
」
と
、
劇
物
の
場
合
、
下
地
が
白

色
の
も
の
に
赤
色
の
文
字
で
「
医
薬
用
外

劇
物
」
と
表
示
す
る
）

◦�

飲
食
物
の
容
器
に
は
、
絶
対
入
れ
替
え
な

い
。

◦�

廃
棄
は
決
め
ら
れ
た
方
法
で
お
こ
な
う
。

◦�

常
に
在
庫
を
確
認
し
、
万
が
一
盗
難
や
紛

失
し
た
場
合
は
す
ぐ
に
警
察
に
通
報
す
る
。

◦�

毒
物
や
劇
物
を
飛
散
、
流
出
な
ど
さ
せ
た

場
合
、
他
の
住
民
へ
の
危
害
が
生
ず
る
と

考
え
ら
れ
た
場
合
は
す
ぐ
に
保
健
所
や
警

察
署
、
消
防
機
関
に
通
報
す
る
。

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課

薬
物
乱
用
は

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」

　

最
近
で
は
覚
せ
い
剤
の
み
な
ら
ず
、
大
学

生
な
ど
青
少
年
の
間
で
大
麻
な
ど
麻
薬
の
乱

用
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

薬
物
を
一
度
、
乱
用
す
る
と
精
神
の
み
な

ら
ず
、
身
体
に
も
異
常
を
き
た
し
、
一
度
こ

わ
れ
た
脳
は
も
と
に
戻
り
ま
せ
ん
。

　

薬
物
乱
用
の
な
い
健
や
か
な
社
会
づ
く
り

の
た
め
、
私
た
ち
の
身
近
な
地
域
か
ら
薬
物

乱
用
を
許
さ
な
い
社
会
環
境
を
つ
く
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課

納
め
忘
れ
の
保
険
料

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
お
支
払
い
方

法
は
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
（
特
別
徴
収
）

と
納
付
書
・
口
座
振
替
で
の
お
支
払
い
（
普

通
徴
収
）
の
方
法
が
あ
り
、
個
人
に
よ
っ
て

支
払
い
方
法
が
異
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
支
払
い
方
法
も
毎
年
変
わ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

納
期
限
が
過
ぎ
た
納
め
忘
れ
の
保
険
料
が

な
い
か
、
今
一
度
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
国
保
医
療
課

20
歳
の
み
な
さ
ん
へ

　

日
本
国
内
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

人
は
、
学
生
、
会
社
員
、
自
営
業
、
無
職
を

問
わ
ず
、
全
員
が
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、
老
後
に
生
涯
受
け
ら
れ
る

だ
け
で
な
く
、
事
故
や
病
気
で
身
体
に
障
害

が
残
っ
た
と
き
な
ど
に
も
受
け
ら
れ
、
万
一

の
と
き
に
も
備
え
て
い
ま
す
。

　

20
歳
の
誕
生
日
前
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

加
入
案
内
が
届
き
ま
す
の
で
、
必
要
な
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
京
都
南
年
金
事
務
所
☎
０
７

　
　

５
（
６
４
３
）
２
５
４
７
ま
た
は
住
民

　
　

課
保
育
所
入
所
申
し
込
み

　

町
で
は
、
平
成
23
年
度
の
町
立
保
育
所
の

入
所
申
し
込
み
受
け
付
け
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
か
ら
継
続
し
て
入
所
を
希
望

さ
れ
る
人
は
、
す
で
に
保
育
所
か
ら
通
知
し

て
い
る
と
お
り
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
転
所
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
新
た
に

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

対
象
／
平
成
17
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
22
年

　
　

10
月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
乳
幼

　
　

児
。
な
お
、
年
度
の
途
中
で
「
生
後
６

　
　

か
月
児
」
以
上
に
達
し
た
と
き
は
、
そ

　
　

の
翌
月
か
ら
対
象
に
な
り
ま
す
。

入
所
基
準
／
保
護
者
や
同
居
の
家
族
の
い
ず

　
　

れ
も
が
仕
事
や
病
気
、
介
護
な
ど
の
理

　
　

由
で
乳
幼
児
を
保
育
で
き
な
い
と
認
め

　
　

ら
れ
る
場
合
、
必
要
な
期
間
入
所
で
き

　
　

ま
す
。

書
類
／
町
立
保
育
所
と
学
校
教
育
課
で
配
布

　
　

し
て
い
ま
す
。

受
付
・
問
い
合
わ
せ
／
１
月
17
日
㈪
か
ら
21

　
　

日
㈮
ま
で
の
間
に
、
学
校
教
育
課
へ
。
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老
人
医
療
制
度

　

65
歳
以
上
70
歳
未
満
の
人
を
対
象
に
、
自

己
負
担
割
合
が
軽
減
さ
れ
る
老
人
医
療
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　

加
入
さ
れ
て
い
る
医
療
保
険
（
国
民
健
康

保
険
、
社
会
保
険
な
ど
）
に
加
え
て
ご
利
用

い
た
だ
く
も
の
で
、
該
当
す
る
人
は
、
医
療

機
関
で
の
自
己
負
担
割
合
が
１
割
（
一
定
以

上
の
所
得
が
あ
る
人
は
３
割
）
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
制
度
に
は
所
得
や
扶
養
人

数
に
よ
る
制
限
が
あ
る
た
め
、
申
請
い
た
だ

い
て
も
非
該
当
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
国
保
医
療
課

古
紙
・
古
布
は
資
源
で
す
！

分
別
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
を

　

不
要
に
な
っ
た
新
聞
紙
・
雑
誌
・
ダ
ン
ボ

ー
ル
・
古
布
は
、
分
別
し
て
地
域
の
集
団
回

収
や
古
紙
回
収
業
者
な
ど
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

町
で
は
、
自
治
会
・
子
ど
も
会
な
ど
の
非

営
利
の
団
体
が
お
こ
な
う
古
紙
な
ど
の
集
団

回
収
に
対
し
て
、
１
㌔
あ
た
り
８
円
を
補
助

金
と
し
て
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
集
団
回
収
を
お
こ
な
っ
て
い
な
い

な
ど
の
状
況
が
あ
れ
ば
、
集
団
回
収
を
始
め

ま
せ
ん
か
。
団
体
の
活
動
資
金
と
し
て
、
ぜ

ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課

犬
の
ふ
ん
害
防
止

　

町
で
は
、
犬
の
ふ
ん
害
防
止
要
綱
を
制
定

し
、
犬
の
ふ
ん
害
防
止
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

　

ふ
ん
の
後
始
末
は
、
飼
い
主
の
責
任
で
す
。

飼
い
主
一
人
ひ
と
り
の
マ
ナ
ー
向
上
で
、
犬

の
ふ
ん
害
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ど
う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
犬

猫
は
、
京
都
府
が
実
施
す
る
引
き
取
り
に
連

れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時�

・
場
所
／
府
山
城
北
保
健
所
…
１
月
17

日
㈪
か
ら
毎
週
月
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
～
正
午
、
環
境
保
全
課
分
庁

舎
前
（
南
側
駐
車
場
東
側
）
…
１
月
11

日
㈫
か
ら　

毎
週
火
曜
日
（
祝
日
を
除

く
）　

午
後
２
時
40
分
～
３
時

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課

成
人
式

　

町
で
は
、
20
歳
を
迎
え
る
新
成
人
の
皆
さ

ん
を
お
祝
い
す
る
成
人
式
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

新
成
人
の
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時
／
１
月
10
日
㈷　

受
付
…
午
前
10
時
30

　
　

分
か
ら
、
式
典
…
午
前
11
時
か
ら　

交

　
　

歓
会
…
午
後
０
時
30
分
か
ら

場
所
／
中
央
公
民
館

対
象
／
平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
３
年

　
　

４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
人
。

※
対
象
者
に
は
、
12
月
上
旬
に
案
内
を
送
付

　

し
ま
し
た
。
届
い
て
い
な
い
人
は
、
ご
連

　

絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課

青
少
年
の
主
張
発
表
会

　

町
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
で
は
、
第
30

回
青
少
年
の
主
張
発
表
会
を
開
き
ま
す
。

　

当
日
は
、
次
の
小
・
中
・
高
校
生
12
人
の

児
童
・
生
徒
が
、
体
験
し
た
こ
と
や
感
じ
た

こ
と
を
発
表
し
ま
す
。

　

多
数
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
／
１
月
15
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
～
正

　
　

午

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課

水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意
を

　

水
道
管
は
、
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下

に
な
る
と
凍
っ
て
破
損
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

特
に
、
水
道
管
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
や
風
当
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
は
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
凍
結
を
防
ぐ
に
は

　

水
道
管
や
蛇
口
に
ス
ポ
ン
ジ
や
タ
オ
ル
な

ど
の
保
温
材
を
巻
き
つ
け
、
濡
れ
な
い
よ
う

に
そ
の
上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
な
ど
を
巻

い
て
く
だ
さ
い
。

▼
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き
は

　

蛇
口
を
全
開
に
し
て
、
凍
っ
た
部
分
に
タ

オ
ル
な
ど
を
か
ぶ
せ
て
、
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ

く
り
か
け
て
溶
か
し
て
く
だ
さ
い
。
急
に
熱

湯
を
か
け
る
と
ひ
び
割
れ
や
破
損
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

▼
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き
は

　

止
水
栓
（
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
）
を
閉

め
て
、
町
指
定
給
水
工
事
事
業
者
に
修
理
を

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
水
道
課

１
月
10
日
は
「
１
１
０
番
の
日
」

　

１
１
０
番
は
、
事
件
・
事
故
な
ど
が
発
生

し
た
場
合
に
、
警
察
へ
緊
急
通
報
す
る
た
め

の
専
用
電
話
で
す
。

　

電
話
に
出
た
警
察
官
の
質
問
に
、
慌
て
ず

落
ち
着
い
て
、
正
し
く
答
え
て
く
だ
さ
い
。

警
察
官
が
早
く
現
場
に
到
着
で
き
る
よ
う
に
、

そ
の
場
所
の
住
所
や
付
近
の
目
標
と
な
る
建

物
な
ど
を
正
し
く
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　

携
帯
電
話
で
の
１
１
０
番
は
、
移
動
し
て

い
る
と
通
話
が
切
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
運
転
し
な
が
ら
の
通
報
は
、
法
令
違

反
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
、
安
全
な
場
所

に
停
止
し
て
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
急
を
要
し
な
い
相
談
や
照
会
は
、

最
寄
り
の
警
察
署
、
交
番
、
ま
た
は
短
縮
ダ

イ
ヤ
ル
＃
９
１
１
０
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

耳
や
言
葉
の
不
自
由
な
人
の
た
め
の
１
１
０

番
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
１
１
０
番

０
７
５
（
４
１

５
）
３
１
０
０
、
メ
ー
ル
１
１
０
番

htt�
p://kyoto110.jp

で
す
。

問
い�

合
わ
せ
／
宇
治
警
察
署
☎
０
７
７
４

（
２
１
）
０
１
１
０

▼第３０回青少年の主張発表者（敬称略）
No.
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２

学 校 名
東 角 小
御 牧 小
佐 山 小
東 角 小
御 牧 小
佐 山 小
久御山中
久御山中
久御山中
久御山高
久御山高
久御山高

学年
６年
６年
６年
６年
６年
６年
１年
２年
３年
１年
２年
３年

氏　名
倭田眞友子
平野さくら
中　慎太朗
堂本　真由
内田　啓太
中山　貴統
岸　みなみ
川﨑明日花
山岸　勇大
峠　　惠介
加藤　明孝
大溝　美紅
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水
道
メ
ー
タ
ー
は
定
期
的
に
確
認
を

　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
は
２
か
月
に
一
度

（
奇
数
月
）
で
す
。

　

ご
家
庭
で
定
期
的
に
メ
ー
タ
ー
を
確
認
す

る
こ
と
で
、
漏
水
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
り

ま
す
。
ご
家
庭
内
の
漏
水
修
理
は
、
町
指
定

給
水
工
事
事
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

漏
水
修
理
に
か
か
る
費
用
は
、
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
水
道
課

所
得
税
の
還
付
申
告

　

平
成
22
年
分
の
確
定
申
告
の
申
告
期
間
は
、

２
月
16
日
㈬
か
ら
３
月
15
日
㈫
ま
で
で
す
が
、

年
末
調
整
済
み
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
の
還

付
申
告
は
２
月
15
日
㈫
以
前
で
も
お
こ
な
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

宇
治
税
務
署
の
確
定
申
告
会
場
は
、
２
月

１
日
㈫
か
ら
税
務
署
向
か
い
の
「
鹿
六
」
４

階
で
開
設
し
ま
す
。

　

ま
た
年
金
受
給
者
を
対
象
に
確
定
申
告
事

前
相
談
会
場
を
次
の
期
間
に
開
設
し
ま
す
。

※
土
地
・
建
物
や
株
式
等
の
譲
渡
、
贈
与
税

　

に
つ
い
て
の
相
談
は
お
こ
な
っ
て
い
ま
せ

　

ん
。

日
時
／
①
１
月
27
日
㈭
・
28
日
㈮　

②
２
月

　
　

１
日
㈫
～
７
日
㈪
（
５
日
㈯
・
６
日
㈰

　
　

は
開
設
し
て
い
ま
せ
ん
）　

③
２
月
８

　
　

日
㈫
・
９
日
㈬　

い
ず
れ
も
午
前
９
時

　
　

30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

※
混
雑
状
況
に
よ
り
、
早
め
に
受
け
付
け
を

　

終
了
し
ま
す
。

場
所
／
①
京
田
辺
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

　
　
（
京
田
辺
市
田
辺
80
）　

②
宇
治
市
産
業

　
　

会
館
（
宇
治
市
宇
治
琵
琶
45
ー
13
）　

　
　

③
城
陽
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
城
陽
市
寺

　
　

田
東
ノ
口
17
）

問
い
合
わ
せ
／
宇
治
税
務
署
☎
０
７
７
４　

　
　
（
４
４
）
４
１
４
１

※
会
場
へ
は
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

　

だ
さ
い
。

医
療
・
調
理
師
業
務
従
事
者
の

届
け
出
は
１
月
17   
日
㈪
ま
で

　

今
年
は
、
医
療
従
事
者
な
ど
の
資
格
を
有

す
る
人
の
届
け
出
の
年
で
す
。

　

該
当
す
る
人
は
、
１
月
17
日
㈪
ま
で
に
、

次
の
と
お
り
届
け
出
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

講
座
案
内

　

城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
は
、
様

々
な
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

対
象
／
府
内
在
住
・
在
勤
の
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
開
講
日
の
１
か

　
　

月
前
か
ら
、
受
講
料
を
添
え
て
同
セ
ン

　
　

タ
ー
☎
０
７
７
４
（
４
６
）
０
６
８
８
、

　
　

０
７
８
０
へ
。
電
話
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・

　
　

郵
送
不
可

※�

1
月
1
日
㈷
～
4
日
㈫
は
休
館
し
ま
す
。

∧
申
し
込
み
と
費
用
∨

　

各
教
室
の
参
加
申
し
込
み
は
、
来
館
ま
た

は
電
話
の
う
え
、
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護

者
な
ど
が
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

　

費
用
は
１
月
12
日
㈬
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル

窓
口
（
午
前
９
時
～
午
後
８
時
）
へ
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。

　

費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は
無
料
で
す
。

パ
ソ
コ
ン
教
室

▼
こ
れ
か
ら
始
め
る
パ
ソ
コ
ン

　
（
デ
ジ
カ
メ
編
）

日
時�

／
１
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰
・
29
日
㈯
・

30
日
㈰
【
４
回
コ
ー
ス
】　

午
前
９
時

30
分
～
11
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た
画
像
を
パ
ソ

　
　

コ
ン
に
取
り
込
み
、
活
用
す
る
方
法
を

　
　

学
び
ま
す
。

定
員
／
16
人

費
用
／
３
，
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途

　
　

必
要
）

財
団
法
人　
　
　
　
　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
事
業
団

ゆ
う
ホ
ー
ル

申
し
込
み
は
１
月
５
日
㈬　

午
前
９
時
か
ら

休
館
日　

毎
週
月
曜
日

　
　
　
　
（
10
日
㈷
開
館
、
11
日
㈫
休
館
）

資格等の区分

医師・歯科医師・薬剤師

保健師・助産師・看護師・
准看護師・歯科衛生士・歯
科技工士で、12月31日現
在、府内を就業地として業
務に従事している人

調理師で、１２月３１日現
在、府内を就業地として業
務に従事している人

届　　　出

住所地または就業地のいずれか
の最寄りの保健所

就業地が京都市
以外の府内

就業地が京都
市内

就業地の最寄り
の保健所

府健康福祉部医
療課（京都市上
京区下立売通新
町西入薮ノ内町）

府山城北保健所企画
調整室（宇治市宇治
若森７－６）☎077
4（21）2199

同課
☎０７５（４１４）
４７４９

同室
☎０７７４（２１）
２９１２

府山城北保健所衛生室
（宇治市宇治若森７－６）

問い合わせ

▼パソコン講座　一般コース

講座名

パワーポイント

ワード中級

エクセル初級

アクセス

ワード初級

ホームページ
作成入門

期　間

1月31日～
2月17日
2月5日～
3月19日
2月5日～
3月12日
2月6日～
3月20日
2月13日～
3月20日
2月21日～
3月14日

曜　日

月・木

土

土

日

日

月・木

開講時間

午後6時30分～
9時
午前9時30分～
正午
午後1時～
3時30分
午前9時30分～
正午
午後1時～
3時30分
午後6時30分～
9時

定員

20人

20人

20人

20人

20人

20人

受講料

中小　12,000円
一般　15,000円
中小　14,000円
一般　17,500円
中小　12,000円
一般　15,000円
中小　14,000円
一般　17,500円
中小　12,000円
一般　15,000円
中小　14,000円
一般　17,500円
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童
謡
を
楽
し
む
会

日
時
／
1
月
12
日
㈬　

午
前
10
時
～
11
時
30

　
　

分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳

　
　

以
上
の
人

内
容
／
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
、
童
謡

　
　

な
ど
を
楽
し
く
歌
い
ま
す
。

定
員�

／
60
人
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室

日
時
／
１
月
19
日
㈬��

午
後
１
時
30
分
～
３

　
　

時
15
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
自
然
・
紀
行
・
映
画
な
ど
の
ビ
デ
オ

　
　

を
鑑
賞
し
ま
す
。

定
員
／
25
人
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）

漢
字
出
直
し
塾

日
時
／
１
月
14
日
㈮
・
28
日
㈮　

い
ず
れ
も

　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
プ
リ
ン
ト
を
使
っ
た
自
習
形
式
で
、

　
　

小
学
校
で
習
う
漢
字
か
ら
も
う
一
度
学

　
　

び
直
し
ま
す
。

定
員�

／
各
30
人
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ

ん
）

費
用
／
１
０
０
円

脳
若
返
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

日
時
／
１
月
20
日
㈭　

午
前
10
時
～
11
時
30

　
　

分

対
象
／
町
内
在
住
で
お
お
む
ね
50
歳
以
上
の

　
　

人

内
容
／
楽
し
い
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
脳
の
若

　
　

返
り
を
は
か
り
ま
す
。

定
員
／
30
人
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）

小
学
生
工
作
教
室

日
時
／
１
月
15
日
㈯　

①
午
後
２
時
～
５
時
、

　
　

16
日
㈰　

②
午
前
９
時
～
正
午　

③
午

　
　

後
２
時
～
５
時

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生

内
容
／
よ
く
あ
が
る
凧た

こ
を
作
り
ま
す
。

定
員
／
各
10
人

費
用
／
２
０
０
円

週
末
の
星
空
観
察
会

日
時
／
①
１
月
９
日
㈰　

午
後
６
時
～
７
時

　
　

②
22
日
㈯　

午
後
６
時
30
分
～
７
時
30

　
　

分
（
受
け
付
け
は
、
終
了
時
間
の
30
分

　
　

前
ま
で
）

対
象
／
星
空
に
興
味
の
あ
る
人
な
ら
ど
な
た

　
　

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
小
学

　
　

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
し
て
く

　
　

だ
さ
い
。

内
容
／
①
月
と
木
星
を
観
察
し
ま
す
。　

②

　
　

木
星
と
冬
の
星
座
を
観
察
し
ま
す
。

※
雨
天
・
曇
り
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

漢
字
の
達
人
教
室

日
時
／
１
月
９
日
㈰　

午
前
９
時
30
分
～
10

　
　

時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
２
～
６
年
生

内
容
／
漢
字
に
慣
れ
親
し
み
、
文
字
を
丁
寧

　
　

に
書
く
こ
と
を
学
び
ま
す
。

定
員
／
20
人

小
学
生
（
親
子
）
科
学
教
室

日
時
／
１
月
22
日
㈯　

午
前
10
時
～
正
午

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
。

　
　

た
だ
し
、
１
～
３
年
生
は
保
護
者
同
伴

　
　

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容
／
静
電
気
で
あ
そ
び
ま
す
。

定
員
／
10
組

小
・
中
学
生
の
た
め
の
囲
碁
教
室

日
時
／
１
月
29
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
～
11

　
　

時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
の
小
・
中
学
生
と
そ
の
保

　
　

護
者

内
容
／
囲
碁
を
基
礎
か
ら
楽
し
く
学
び
ま
す
。

定
員
／
20
人

琵
琶
湖
野
鳥
観
察
会

日
時
／
１
月
23
日
㈰　

午
前
８
時
50
分
～
午

　
　

後
５
時

対
象
／
町
内
在
住
の
人
。
た
だ
し
、
小
学
２

　
　

年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
し
て

　
　

く
だ
さ
い
。

内
容
／
琵
琶
湖
に
飛
来
す
る
水
鳥
観
察
と
琵

　
　

琶
湖
博
物
館
を
見
学
し
ま
す
。

定
員
／
30
人

費
用�

／
中
学
生
以
下
２
０
０
円
、
大
人
１
，

０
０
０
円

第
20
回
小
学
生
将
棋
・
オ
セ
ロ
大
会

日
時
／
１
月
10
日
㈷　

将
棋
の
部
…
午
前
９

　
　

時
30
分
～
正
午
、
オ
セ
ロ
の
部
…
午
後

　
　

１
時
30
分
～
４
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生

内
容
／
将
棋
・
オ
セ
ロ
の
大
会
で
す
。

定
員
／
各
24
人

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

使
用
講
習
会
＆
相
談
日

日
時
／
１
月
７
日
㈮
・
11
日
㈫
・
24
日
㈪
・

　
　

27
日
㈭　

午
後
７
時
～
７
時
40
分
、
１

　
　

月
９
日
㈰
・
15
日
㈯
・
16
日
㈰
・
22
日

　
　

㈯　

午
前
10
時
～
10
時
40
分

※
い
ず
れ
か
一
日
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象
／
12
歳
以
上
の
人
（
小
学
生
を
除
く
）

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使

　
　

用
方
法
な
ど
を
学
び
、
機
器
を
利
用
す

　
　

る
た
め
に
必
要
な
講
習
会
で
す
。
ま
た
、

　
　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
ア

　
　

ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

定
員
／
各
先
着
15
人

費
用
／
５
０
０
円
（
講
習
会
受
講
済
で
相
談

　
　

だ
け
の
場
合
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

　
　

ム
使
用
料
の
み
必
要
で
す
）

冬
季
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

日
時
／
１
月
25
日
か
ら
３
月
15
日
ま
で
の
毎

　
　

週
火
曜
日
【
８
回
コ
ー
ス
】　

午
前
10

　
　

時
30
分
～
11
時
45
分

対
象
／
15
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
を
除
く
）

講
師
／
森
井
久
美
子
さ
ん

定
員
／
30
人

費
用
／
３
、
３
０
０
円
（
教
材
費
込
み
）

総
合
体
育
館

申
し
込
み
は
１
月
４
日
㈫　

午
前
９
時
か
ら

休
館
日　

毎
週
水
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
開

館
）
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ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
教
室

日
時
／
２
月
５
日
か
ら
３
月
５
日
ま
で
（
２

　
　

月
19
日
を
除
く
）
の
毎
週
土
曜
日
【
４

　
　

回
コ
ー
ス
】　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

対
象
／
18
歳
以
上
の
人
（
高
校
生
を
除
く
）

講
師
／
町
卓
球
協
会
員

定
員
／
16
人

費
用
／
１
，
４
０
０
円

小
学
生
卓
球
教
室

日
時
／
２
月
５
日
か
ら
３
月
12
日
ま
で
の
毎

　
　

週
土
曜
日
【
６
回
コ
ー
ス
】　

午
後
１

　
　

時
30
分
～
３
時

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
４
～
６
年
生

講
師
／
町
卓
球
協
会
員

定
員
／
30
人

費
用
／
６
０
０
円

太
極
拳
教
室

日
時
／
２
月
18
日
か
ら
３
月
25
日
ま
で
の
毎

　
　

週
金
曜
日
【
６
回
コ
ー
ス
】　

午
後
１

　
　

時
30
分
～
３
時

対
象
／
15
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
を
除
く
）

講
師
／
志
賀
明
美
さ
ん

定
員
／
30
人

費
用
／
２
，
１
０
０
円

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

日
時
／
①
１
月
８
日
㈯
・
②
22
日
㈯　

い
ず

　
　

れ
も
午
前
９
時
～
正
午

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

種
目
／
①
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

　
　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

　
　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
輪
投

　
　

げ
な
ど　

②
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

　
　

ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ

　
　

ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
フ

　
　

ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
バ
ウ
ン
ド

　
　

テ
ニ
ス
な
ど

内
容
／
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
無
料
で
開
放
し

　
　

ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
お

　
　

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

有
料
ス
ポ
ー
ツ
施
設
使
用
団
体

の
登
録
受
け
付
け

　

平
成
23
年
度
の
有
料
ス
ポ
ー
ツ
施
設
使
用

団
体
の
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。

対
象
施
設
／
総
合
体
育
館
、
中
央
公
園
（
野

　
　

球
場
・
庭
球
場
）、
木
津
川
河
川
敷
運

　
　

動
広
場
（
野
球
場
・
球
技
場
）、
町
民

　
　

プ
ー
ル
前
庭
球
場

資
格
／
①
町
在
住
・
在
勤
者
で
構
成
さ
れ
る

　
　

10
人
以
上
の
団
体
。
た
だ
し
、
テ
ニ
ス
、

　
　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
は
６
人
以
上　

②
継
続

　
　

し
て
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
利
用
す
る
団
体

申
し
込
み
／
１
月
４
日
㈫
か
ら
31
日
㈪
ま
で

　
　

の
間
に
、
総
合
体
育
館
へ
。

季
節
の
お
菓
子
教
室

日
時
／
１
月
21
日
㈮　

午
後
１
時
30
分
～
３

　
　

時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
季
節
の
食
材
を
使
っ
て
家
庭
で
出
来

　
　

る
お
菓
子
作
り
を
学
び
ま
す
。

講
師
／
藤
井
敏
江
さ
ん

定
員
／
先
着
16
人

費
用
／
５
０
０
円

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん
、

　
　

タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

ア
イ
デ
ア
工
作
教
室

日
時
／
１
月
25
日
㈫　

午
後
１
時
30
分
～
３

　
　

時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
ア
ル
ミ
缶
を
使
っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
を

　
　

作
り
ま
す
。

講
師
／
長
谷
川
寿
美
さ
ん

定
員
／
先
着
15
人

費
用
／
３
０
０
円

持
ち�

物
／
ア
ル
ミ
の
空
き
缶
（
３
５
０
㎖
を

２
本
）、
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル

バ
レ
ン
タ
イ
ン
ケ
ー
キ
教
室

日
時
／
２
月
１
日
㈫　

午
後
７
時
～
９
時

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
バ
レ
ン
タ
イ
ン
ケ
ー
キ
を
作
り
ま
す
。

講
師
／
マ
ダ
ム
ド
レ
ッ
セ　

松
尾
伊
佐
雄
さ

　
　

ん

定
員
／
先
着
15
人

費
用
／
１
，
６
０
０
円

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん
、

　
　

タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

※
申
し
込
み
の
少
な
い
教
室
は
、
開
催
を
中

　

止
ま
た
は
延
期
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

相　
　

談

【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】

１
月
18
日
㈫　

午
前
10
時
～
午
後
３
時　

役

場
庁
舎
１
階
相
談
室
１

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】

１
月
11
日
㈫
・
25
日
㈫　

い
ず
れ
も
午
前
10

時
～
午
後
１
時

※�

面
談
・
電
話
相
談
と
も
に
前
日
ま
で
に
社

会
教
育
課
に
申
し
込
み
が
必
要
（
定
員
に

満
た
な
い
場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
）

【
心
配
ご
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

１
月
13
日
㈭
・
27
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談

相
談
専
用
電
話
☎
０
７
５
（
６
３
１
）
３
４

２
１

相
談
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
こ
れ
か
ら
の
こ
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協

議
会
）

１
月
13
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時　

地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー

※
電
話
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。
申
し
込
み

　

は
同
協
議
会
へ
。

【
無
料
法
律
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

１
月
20
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時
30
分　

地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

先
着
６
人
（
要
予
約
）

※
申
し
込
み
は
、
同
協
議
会
へ
。

中
央
公
民
館

申
し
込
み
は
１
月
６
日
㈭　

午
前
９
時
か
ら

休
館
日　

毎
週
水
曜
日

町
の
人
口（
前
月
比
／
減
18
人
）

〈11月中の動き〉�
出　生� ６人　
死　亡� １９人　
転　入� ５６人　
転　出� ６１人　

〈12月1日現在〉�
総人口� １６, ７６６人　
男　性� ８, ３２９人　
女　性� ８, ４３７人　
世帯数� ６, ８０３世帯
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保健予防のコーナー

町公共機関電話番号等 社会教育課 ☎631-9980/45-3918
shakyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6129

水　道　課 ☎631-9987/45-3919
suido@town.kumiyama.lg.jp
0774（46）0086

下 水 道 課 ☎631-9990/45-3920
gesui@town.kumiyama.lg.jp
0774（46）0086

議会事務局 ☎631-9996/45-0105
gikai@town.kumiyama.lg.jp
075（632）3000

会　計　課 ☎631-9932/45-3909
kaikei@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

消 防 本 部 ☎631-1515
shobo@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5382

まちの駅クロスピアくみやま
☎075（632）2300 075（632）2001
あいあいホール
☎0774（41）2263 0774（41）2283
いきいきホール
☎0774（41）3466 0774（44）1199
荒　見　苑
☎0774（44）3405 0774（44）7801
町体育協会（町総合体育館内）
☎0774（44）2205 0774（44）2203
地域福祉センター（町社会福祉協議会）
☎075（631）0022 075（632）3001

ゆうホール
☎0774（45）0002 0774（46）5610
総合体育館
☎0774（44）3700 0774（44）2203
中央公民館
☎075（631）1000 075（632）0031
図書館
☎0774（45）0003 0774（46）5690
御牧保育所  ☎・ 075（631）2475
佐山保育所  ☎・ 0774（43）2970
宮ノ後保育所  ☎・ 0774（43）4906
御牧幼稚園  ☎・ 075（631）4531
佐山幼稚園  ☎・ 0774（43）8644
東角幼稚園  ☎・ 0774（44）4966

予　防　接　種
予 防 接 種 名 日（曜） 受付時間 対 　 象・接 　 種 　 方 　 法

Ｂ Ｃ Ｇ 予 防 接 種 18 日㈫ 午後1時40分～ 1時55分 ・3 か月以上 6 か月未満の乳児
（3 ～ 4 か月児健診対象者は健診時に接種）

※予防接種を受けるときは、「予防接種手帳」または「予防接種と子どもの健康」をよく読んで、予診票と母子健康手帳をご持参ください。

母　子　保　健
健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容

1 歳 8 か 月 児 健 診 14 日㈮ 午後1時20分～ 1時40分 平成21年4月生まれ 医師、歯科医師による健康診査、身体的・
精神的な発達指導

1 0 か 月 児 健 診 17 日㈪ 午後1時20分～ 1時50分 平成22年2月生まれ 医師による健康診査
離乳・保育・栄養などの指導

3 ～ 4 か 月 児 健 診 18 日㈫ 午後1時20分～ 2時 平成22年9月生まれ 医師による健康診査、ＢＣＧ予防接種、離乳・
保育・栄養などの指導、ブックスタート

2 歳 6 か月児歯科健診 19 日㈬ 午後1時20分～ 1時40分 平成20年6月生まれ 歯科医師による健康診査、予防指導、身体的・
精神的な発達指導

乳
※1

幼 児 相 談 20 日㈭ 午前9時30分～ 10時30分 乳　幼　児 ことば・しつけ・栄養などの相談

3 歳 児 健 診 21 日㈮ 午後1時20分～ 2時 平成19年6月生まれ 医師、歯科医師による健康診査、身体的・
精神的な発達指導

離
※2

乳 食 教 室 26 日㈬ 午前10時～ 10時15分 3～10か月児の保護者 離乳食の指導、作り方の実習と試食（初期・
中期・後期）

パ
※3

パ＆ママ教室（第1回） 28 日㈮ 午後1時～ 1時15分 妊婦と夫 プレママ体操、交流会

※2、3は、前々日までに予約が必要です。

健　  診 ・ 相　  談
健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容

成 人 歯 科 健 診 19 日㈬ 午後1時～ 1時30分 40歳以上の人・ 妊婦 歯科医師による健康診査、歯科衛生士によ
る歯みがき指導

会場は、保健センター（※1はあいあいホール）です。母子健康手帳・健康手帳をお持ちの人は、必ずご持参ください。問い合わせ／長寿健康課
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環境保全のコーナー 

1 月のごみ・し尿収集日 

燃やすごみ

月・木
佐古・新開地・佐山・籾池・双栗・
市田・鈴間・田井・荒見・下津屋・
下津屋サンハイツ・島田・東島
田・森・坊之池・野村・村東

火・水・金 久御山団地

火・金

松陽台・サンタウン佐山・佐山
サンハイツ・栄１・２丁目・栄３・
４丁目・ハイツ西宇治・清水・林・
西武西林・ミサワ林・大橋辺・
北川顔・藤和田・近協パレス・
中島・西一口・東一口・相島・
下津屋団地・東佐山団地・久御
山団地

燃やさないごみ

月
松陽台・サンタウン佐山・佐山
サンハイツ・大橋辺・北川顔・
藤和田・近協パレス・中島・西
一口・東一口・相島

火 佐古・新開地・佐山・籾池・双栗・
市田・鈴間

水 東佐山団地・久御山団地

木
栄１・２丁目・栄３・４丁目・
清水・ハイツ西宇治・林・西武
西林・ミサワ林

金
田井・荒見・下津屋・下津屋サン
ハイツ・下津屋団地・島田・東
島田・坊之池・森・野村・村東

大型ごみ
年始の大型ごみ（有料）の収集は、
4日㈫から受け付けます。
収集は、13日㈭からです。

リサイクルごみ
缶 類
ペットボトル
紙 パ ッ ク

び ん 類
発泡食品トレー
発泡スチロール

 5日（第1水曜日）
19日（第3水曜日）

12日（第2水曜日）
26日（第4水曜日）

※�簡単な水洗いをして分別し、中
身の見える袋に入れて出して
ください。

※�びん・ペットボトルは、必ずふ
たをはずしてください。

※�ペットボトルキャップは、中身
の見える袋に入れて「燃やすご
みの日」に出してください。

使用済みてんぷら油
12 日（第 2 水曜日）

※�指定の場所に、油の入ってい
た容器等に入れて出してくだ
さい。

し  尿 年始のし尿臨時収集について
問　い
合わせ

城南衛生管理組合
☎075（631）5171

　年始の臨時収集（有料）は 4 日㈫からです。し尿収集に関する問い合わ
せは、4 日㈫　午前 8 時 30 分からお願いします。

7日㈮
28日㈮

藤和田・島田・東島田・東一口（国道１号以東）・
森（国道１号以東）・森村東（国道 1 号以東）・
野村・野村村東・佐山・新開地・佐古・清水・林・
市田・田井・荒見・下津屋

10日㈷
31日㈪

北川顔（府道以東）・坊之池・森（国道１号以西）・
森村東（国道 1 号以西）・西一口・中島・相島

13日㈭ 東一口（国道１号以西）

12日㈬ 大橋辺・北川顔（府道以西）

町公共機関電話番号等

■久御山町役場（代表）
☎075（631）6111/0774（45）0001

075（632）1899

■各課別ダイヤルイン等
総　務　課 ☎631-9991/45-3922

somu@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

企画財政課 ☎631-9992/45-3924
kikaku@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

広報行政課 ☎631-9993/45-3926
koho@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

税　務　課 ☎631-9926/45-3908
zeimu@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

社会福祉課 ☎631-9902/45-3902
shafuku@town.kumiyama.lg.jp
075（631）1807

長寿健康課 ☎631-9903/45-3904
choju@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

住　民　課 ☎631-9904/45-3905
jumin@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

国保医療課 ☎631-9913/45-3906
kokuho@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

環境保全課 ☎631-9917/45-3907
kankyo@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5558

建設整備課 ☎631-9961/45-3912
kensetsu@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

産　業　課 ☎631-9964/45-3914
sangyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

都市計画課 ☎631-9966/45-3915
toshi@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5558

学校教育課 ☎631-9974/45-3917
gakkyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6129

1日㈷から3日㈪までの期間は、ごみの収集はありません。

燃やすごみ 燃やさないごみ
1日㈷～ 3日㈪ 収集はありません

4日㈫ 通常どおり 月・火曜日収集地域
5日㈬ 通常どおり 通常どおり
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飛
行
場
跡
地
の
開
墾

　

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
八
月
十

五
日
、
日
本
政
府
の
無
条
件
降
伏
に
よ

り
、
忌
ま
わ
し
い
太
平
洋
戦
争
は
終
結

し
た
。
一
億
一
心
・
尽
忠
報
国
を
合
い

言
葉
に
、
老
若
男
女
が
耐
え
に
耐
え
、

銃
後
の
守
り
を
固
め
て
き
た
そ
の
信
念

は
、
無
残
に
も
打
ち
砕
か
れ
、
無
条
件

降
伏
の
報
に
接
し
た
国
民
は
、
た
だ
涙
、

涙
の
慟ど

う

哭こ
く

で
あ
っ
た
。

　

こ
の
急
転
直
下
の
終
戦
は
、
京
都
飛

行
場
、
日
本
国
際
航
空
機
工
業
㈱
な
ど
、

軍
事
施
設
の
あ
る
洛
南
の
地
は
情
勢
が

一
変
し
た
。
大た

ち
あ
ら
い

刀
洗
第
五
四
一
航
空
隊

の
兵
舎
に
占
領
軍
の
第
二
四
一
工
兵
戦

闘
大
隊
の
四
〇
〇
名
が
進
駐
し
た
。
し

か
し
、
占
領
軍
は
駐
屯
す
る
の
み
で
、

隣
接
す
る
広
大
な
飛
行
場
は
使
用
さ
れ

る
こ
と
も
な
く
、
芝
生
地
は
雑
草
の
繁

る
ま
ま
に
、
遊
休
地
と
化
し
て
い
た
。

　

昭
和
十
五
年
に
飛
行
場
と
し
て
買
収

さ
れ
た
農
地
は
約
四
〇
〇
町
歩
で
、
そ

の
一
部
に
航
空
機
乗
員
養
成
所
・
格
納

庫
の
施
設
と
、
飛
行
機
工
場
が
建
設
さ

れ
た
の
で
、
遊
休
地
と
な
っ
た
の
は
約

二
〇
〇
町
歩
で
あ
っ
た
。
こ
の
遊
休
地

を
京
都
府
農
業
会
は
、
戦
後
最
悪
の
食

糧
危
機
に
直
面
し
て
い
る
現
状
の
打
開

策
と
し
て
、
昭
和
二
十
一
年
に
旧
軍
用

地
の
開
墾
を
計
画
し
た
。
し
か
し
、
旧

軍
用
地
の
転
用
は
、
占
領
軍
の
認
可
を

必
要
と
す
る
こ
と
か
ら
、
京
都
府
農
業

会
は
会
長
山
上
周
吉
（
故
人
・
宇
治
市

槙
島
）
と
農
産
課
技
術
課
長
今
村
順
一

（
故
人
・
久
御
山
町
林
）
が
、
京
都
四

条
烏
丸
の
大
建
ビ
ル
に
駐
屯
し
て
い
た

第
一
軍
団
司
令
部
を
訪
問
し
、
京
都
飛

行
場
開
墾
の
嘆
願
書
を
提
出
し
た
。

　

司
令
部
の
対
応
は
早
く
、
乗
員
養
成

所
駐
屯
の
占
領
軍
が
引
き
揚
げ
る
ま
で
、

人
糞
尿
の
使
用
禁
止
、
滑
走
路
は
当
分

耕
鋤
し
な
い
、
二
年
以
内
に
耕
地
に
す

る
こ
と
を
条
件
に
、
許
可
書
が
交
付
さ

れ
た
。
交
付
を
受
け
た
そ
の
日
、
今
村

課
長
は
「
雪
が
チ
ラ
チ
ラ
降
る
日
、
坂

部
佐
山
村
長
、
郡
農
業
会
の
井
田
主
任

技
士
と
私
の
三
人
は
乗
員
養
成
所
の
米

軍
事
務
所
に
御
礼
の
挨
拶
に
訪
問
し
た
。

別
天
地
の
よ
う
な
暖
か
い
応
接
室
で
、

隊
長
の
激
励
が
骨
身
に
し
み
る
ほ
ど
嬉

し
か
っ
た
」
と
、
町
郷
土
史
会
員
の
今

村
さ
ん
は
機
関
紙
「
郷
土
研
究
」
で
回

想
さ
れ
て
い
る
。

　

昭
和
二
十
二
年
二
月
に
開
墾
が
許
可

さ
れ
て
、
飛
行
場
の
開
墾
事
業
は
農
道

と
水
路
を
交
互
に
付
設
し
、一
反
歩（
三

〇
〇
坪
）
に
区
割
さ
れ
た
開
墾
地
、
約

一
七
五
町
歩
が
完
成
し
た
。
そ
し
て
開

墾
地
の
配
分
は
、
均
等
割
当
が
御
牧
・

佐
山
村
両
村
の
農
家
に
一
反
歩
ず
つ
で

あ
っ
た
が
、
既
耕
地
の
多
い
農
家
や
労

働
力
不
足
の
農
家
は
、
そ
の
権
利
を
開

墾
希
望
者
に
譲
渡
し
た
。
ま
た
失
地
割

当
は
、
飛
行
場
に
買
収
さ
れ
た
農
地
を

回
復
す
る
と
い
う
も
の
で
、
失
地
分
を

比
率
に
応
じ
て
還
元
さ
れ
た
。

　

さ
て
、
農
地
に
す
る
た
め
の
開
墾
は
、

飛
行
場
建
設
の
際
に
、
大
久
保
・
伊
勢

田
間
の
丘
陵
か
ら
採
掘
し
た
山
砂
利
を

既
耕
地
の
上
に
敷
き
つ
め
、
填て

ん

圧あ
つ

し
て

芝
を
張
っ
て
あ
っ
た
か
ら
、
既
耕
地
で

使
用
す
る
鋤
・
鍬
・
ス
コ
ッ
プ
で
の
開

墾
は
無
理
で
あ
っ
た
。
し
か
も
二
年
以

内
に
耕
地
を
完
成
せ
よ
と
の
通
達
で
あ

っ
た
か
ら
、
人
々
は
鋼
鉄
製
の
先
の
と

が
っ
た
開
墾
鍬
を
新
調
し
、
親
類
の
助

力
を
得
る
な
ど
、
月
の
明
か
り
で
開
墾

に
取
り
組
む
人
も
多
か
っ
た
。

　

開
墾
方
法
は
、
ま
ず
芝
生
の
除
去
か

ら
始
ま
る
。
は
ぎ
取
っ
た
芝
を
畝
作
り

す
る
下
に
集
め
、
は
ぎ
取
っ
た
跡
の
山

土
を
開
墾
鍬
で
コ
ツ
コ
ツ
と
軟
ら
か
く

し
て
、
そ
の
山
土
を
芝
の
上
に
か
ぶ
せ

て
畝
を
作
る
。
能
率
の
上
が
ら
な
い
大

変
な
重
労
働
で
あ
る
が
、
こ
の
方
法
で

耕
地
に
し
て
い
く
と
、
畝
間
だ
け
の
開

墾
で
済
み
、
収
穫
後
に
畝
を
替
え
て
開

墾
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り

畝
溝
だ
け
の
開
墾
で
、
一
回
目
の
収
穫

が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
芝
生
の
上
に
山
砂
利
を
盛

り
土
し
た
だ
け
の
耕
地
に
、
ど
の
よ
う

な
作
物
が
よ
い
の
か
と
熟
慮
し
た
結
果
、

甘か
ん

藷し
ょ

や
砂さ

糖と
う

黍き
び

が
適
し
て
い
る
だ
ろ
う

と
、
昭
和
二
十
二
年
の
夏
頃
に
は
一
面

の
甘
藷
畑
・
砂
糖
黍
畑
が
現
出
し
た
。

　

当
時
の
世
相
は
最
悪
の
食
糧
難
の
時

期
で
も
あ
っ
て
、
収
穫
し
た
甘
藷
は
、

家
に
持
ち
帰
る
こ
と
も
な
く
、
畑
で
飛

ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
昭
和
二
十
七
年
頃
に
な

る
と
食
糧
難
は
解
消
さ
れ
、
甘
藷
は
売

れ
な
く
な
っ
た
。
野
市
場
に
出
荷
し
て

も
、
苗
の
代
金
や
労
賃
に
も
な
ら
な
い

ほ
ど
の
安
値
に
推
移
し
、
耕
作
農
家
で

は
、
耕
土
の
浅
い
開
墾
地
の
改
良
を
考

え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
　

久
御
山
町
郷
土
史
会
会
長

�

阪
部　

五
三
夫
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第三章 古川流域の変遷（13）

▲先のとがった開墾鍬で飛行場跡地を耕す人々


